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はしがき

原題 ｢お律と子等と｣(｢中央公論｣大正九年十

月～十一月)を論じるには､それ以前の ｢秋｣

(｢中央公論｣大正九年四月)｢捨子｣ (｢新潮｣大

正九年八月)の二つの先行作品について言及しな

くてはならない｡さらに私には ｢お律と子等と｣

を論ずる上で一つの仮説がある｡芥川龍之介は､

｢邪宗門｣(｢東京日日新聞｣大正七年十月～十二

月)｢路上｣(｢大阪毎日新聞｣大正八年六月～八

月)｢妖婆｣(｢中央公論｣大正八年九月)等の中

篇小説に意欲を持ち､夏目淑石の文学的傾向を受

け継ぐ意志を持っていた｡｢お律と子等と｣の創

作､結果的にはその挫折意識が､芥川龍之介に作

風の転向をもたらしたという仮説である｡つまり､

芥川龍之介は幾つかの試行錯誤の創作の中絶で師
スト-り-

の淑石が成した朝日新聞を舞台にする物語性のあ

る作風を捨てたのである｡森鴎外文学の継承とい

う観点で言い換えれば､｢青年｣の作風を捨てて

｢諸国物語｣を典拠とする従来の傾向に立ち戻っ

たと言える｡このことは､｢お律と子等と｣をこ

れから詳細に論じることで明らかになるはずであ

る｡作品構造から言えば､.同一である ｢点鬼簿｣

(｢改造｣大正十五年十月)とさらに ｢玄鶴山房｣

(｢中央公論｣昭和二年一月～二月)が､作品的成

功を収めた理由の解明に繋がるであろう｡｢秋｣

については､三島由紀夫 ｢『南京の基督』解説｣

が次のように言及していて参考になる｡
せんしょう

｢秋｣は堀辰雄の ｢菜穂子｣の先縦のやうに

思はれた｡(中略)かういふ方向を掘り下げ､

拡げてゆけば､芥川にとって最適の広い野がひ

らけたと思はれるのに､時代が熟してゐなかっ

たせゐもあるが､この作品が一個の試作品に終

ったのは惜しい｡

作品 ｢秋｣は､芥川龍之介が新機軸を打ち出し

た画期的な作品で作者自身もさらなる跳躍を期す

心積もりであった｡ ｢今日 『秋』を謹み候一つ二

つ気になる所なきには候はねどまづあの位ならば

中央公論第一の悪作にても無之かる可き乎｣(｢瀧

田哲太郎宛書簡｣ 大正九年四月九日)｢秋は大し

て悪くなささうだ｣(｢瀧井孝作宛書簡｣大正九年

四月九日)さらにこの時期 ｢我鬼窟｣に出入りし

ていた森幸枝､後年秀ひで子､野々口豊子程では

ないが芥川龍之介と交渉のあった女弟子宛 ｢私は

九月笥亮の中央公論に原稿が間に合はなかった為十

月鋸に寄稿する事になって毎日机に向ってゐます｣

(｢森幸枝宛書簡｣大正九年九月八日)と書き送っ

ているが､この作品が ｢お律と子等と｣であると

類推されている｡

*国語教育教室
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ひで
｢秋｣の素材提供者と目されている秀しげ子は､

｢秋｣発表半年後に当事者として作品についての

所懐を述べた｡｢根本に触れた描写｣ (｢新潮｣大

正九年十月)が､それである ｢芥川氏の 『秋』な

どを評判はよかったやうでしたが､あ 云ゝふ材料

をあゝもすらすらと片づけてしまはづにもつと信

子や照子の心理状態を深刻に解剖して知識階級に

ある現代婦人の人生に対する人間苦を如実に描写

してほしいと思ひます｡｣｡結果的には､芥川龍之
こた

介はこの秀しげ子の要請に応える形で ｢お律と子

等と｣を創作したようになるが､秀ひで子 ｢根本

に触れた描写｣を読んで芥川龍之介が､参考にし

たのではなくて直接彼女から ｢秋｣批判を聞き

｢お律と子等と｣執筆に立ち向かったのであろう｡

｢お律と子等と｣は､作風は半年前に発表した

｢秋｣のそれを踏襲するものであるが主題は､直

前発表の ｢捨子｣のそれを受け継ぐものである｡

言い換えれば ｢お律と子等と｣の作品内部には

｢秋｣ ｢捨子｣の二つの作品の作風､主題が揮然と

している｡｢捨子｣については､｢芥川龍之介事典｣

(｢明治書院｣)所収の渡部芳紀作成の解説を使わ

せて戴く｡
ながすみ し/しぎ上う

明治二十二年の秋､浅草永住町の信行寺の門

前に男の子が一人捨てられた｡当時の住職田村
に-~ノそう

日鐸老人は､もと深川の左官だったでんぼう肌
上L'/し

の時人で､捨て子に勇之助という名をつけ､わ

が子のように育て始めた｡生みの親に会わせた
もろ

いと､豪傑じみていても情に脆い日鐸和尚は､

説教で親子の恩愛についてたびたび語った｡明

治二十七年の冬､母親と名のる女が涙ながらに

勇之助を引き取り､針仕事を教えてその子を育

て上げた｡その捨て子が､客の松原勇之助であっ

た｡勇之助の母は一昨年亡くなったという｡母

の亡くなる前年､ひょんなことから勇之助は､
うそ

母が実の母でなく､嘘をついて自分を引き取っ

て育てたことを知った｡

｢捨子｣の典拠については､赤羽撃 ｢芥川龍之

介の 『捨子』先行する三作品｣に指摘されている｡

それに拠れば謡曲 ｢生田敦盛｣御伽草子 ｢小敦盛｣

さらに ｢撰集抄｣(｢志賀ノ中将遁世流浪ノ事｣巻

四の第二)の三作品が典拠として考えられるとい

う｡｢捨子｣は､従来の芥川龍之介作品の定型に

沿う形で最後の一文で作者の分身が､半身を乗り

出して個人的な感想を述べていることである｡

｢『(前文省略)母は捨て子の私には､母以上の人

間になりましたから｡』 客はしんみりと返事をし
阜il:/.･.

た｡恰も彼自身子以上の人間だった事も知らない

やうに｡｣ (｢捨子｣)､この場合作中の ｢客｣とそ

の話に聞き入る ｢私｣とは､作者である芥川龍之

介の分身である｡渡部芳紀が､指摘するように作

品 ｢捨子｣の背景には芥川龍之介自身の捨子体験､

さらには実母の姉により養家で育てられた体験の

反映があろう｡

司馬遼太郎 ｢王城の護衛者｣には､会津藩主と
かたもII

して迎えられた松平容保の養家に残された藩始祖
かくノし

の家訓 ｢-藩の滅亡を賭してでも徳川宗家の危難

に赴け｣に殉ずる姿を描いた｡現代小説では､山

崎豊子 ｢白い巨塔｣の財前五郎は養家の名誉の為

に一身を投げ打って奮戦する｡芥川龍之介自身も

遺書で ｢今僕が自殺するのは一生に一度の我儀か

も知れない｡｣と本音を漏らして奮戦の後､養家

で自殺して果てた｡ しかし､｢捨子｣には芥川龍

之介がその生い立ちで背負ったと思える暗い影は

見出せない｡

芥川龍之介が ｢捨子｣をさらには､｢お律と子

等と｣を執筆した背後には､新原家と芥川家の関

係が示唆を与えていると思える｡実母新原ふく

(｢明治三十五年十一月二十八日｣残)､新原敬三

(｢大正八年三月十六日｣残)､さらに新原敏三の

後妻 として異母弟新原得二を生んだ新原ふゆ

(｢大正九年四月二十一日｣投)､こうした実家の

惨憶たる状況で ｢捨子｣のような作品が生まれた

背景には､実母ふくの姉である芥川ふき (｢昭和

十三年八月四日｣殺)の存在が大きい｡芥川龍之

介没後､芥川ふきは芥川文に遺言を遺して逝った

｢芥川家をたのむ｣ (｢iW..芥川龍之介｣十一)と云

うのがそれである｡

実母芥川ふくに代わって幼い幼児より芥川龍之

介を育て上げた伯母芥川ふきに対する愛情は､格

別なものがある｡伯母芥川ふきの存在は､｢或阿

呆の一生｣(｢十四｣)や ｢どのようなことでも一

応私に報告してから､行動するように｣(｢追想芥川

龍之介｣二)という芥川文に語る言葉からその存

在を知り得る｡｢家中で顔が一番私に似てゐるの

もこの伯母なら､心もちの上で共通点の一番多い

のもこの伯母です｡｣ (｢文学好きの家庭から｣大
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正七年一月)後年､芥川龍之介は死の直前に佐藤

春夫に対して ｢僕の生涯を不幸にしたものは伯母

なのだよ｡尤もこの人は僕の無二の恩人なんだが

ね｣ (｢改造｣昭和二年九月)と述懐した｡しかし､

｢捨子｣執筆時には実家新原家の現状､惨状を直

視し自分を慈しみ育て上げた伯母芥川ふきに対す

る感謝の念は､一方ならぬものがあったはずであ

る｡この時期の芥川龍之介の伯母芥川ふきに対す
1t/(Jげふしん

る心情が､｢蓮華夫人が五百人の子とめぐり遇っ

た話｣ (｢捨子｣)を作中に引用する行為に繋がっ

たと見られる｡
)lんげふL'ん
蓮華夫人が五百の卵を生む｡その卵が川に流

されて､隣国の王に育てられる｡卵から生れた

五百人の力士は､母とも知らない蓮華夫人の城

を攻めに向かって来る｡蓮華夫人はそれを聞く
たかどの わたし

と､城の楼に登って､｢私はお前たち五百人の

母だ｡その証拠は此処にある｡｣と云ふ｡さう
しば

して乳を出しながら､美しい手に絞って見せる｡
すぢ

乳は五百条の泉やうに､高い楼上の夫人の胸か
ち

ら､五百人の力士のロへ一人も洩れず注がれる｡

(｢捨子｣)

｢鯛全恥脈芥川龍之介全集｣所収の吉田精一脚注

に拠れば､｢捨子｣ 作品中に引かれたこの評の出

所は､｢蓮華夫人縁｣(｢雑宝蔵経｣巻-)である

が､芥川龍之介は ｢今昔物語｣(｢般沙羅王五百卵､

初知父母語第六｣巻五)の翻案に拠るであろうと

吉田精一は､類推している｡｢捨子｣ に描かれた

母と息子の話は､普遍的な愛で他者が結びついた

筋であるが､実の妹の息子龍之介を献身の愛で育

て上げた伯母芥川ふきとの良好な関係を憶測させ

る｡しかし､｢捨子｣のような愛の普遍化された

作品は､芥川龍之介の本意ではない｡ ｢秋｣や

｢捨子｣の傾向の作品を書き続けていけば､芥川

龍之介は明らかに白樺派の末流に位置してしまう｡

｢知識階級にある現代婦人の人生に対する人間苦

を如実に描写してほしい｣(｢秀しげ子｣)という

直接の要請に応える形で成立した作品が､｢お律

と子等と｣であった｡この作品の完成度の未熟さ

が､創作上の内心の挫折感が､江戸っ子の出不精

の芥川龍之介に長期の中国視察旅行を成さしめた

と言える｡

作品登場人物は､メリヤス問屋の主人賢造とそ

の妻お律､二人の間に生まれた洋一｡賢造には既

に他家に嫁いでいる先妻との間に出来た娘のお網

がいる｡お律は病死した夫の残した息子の慎太郎

を連れて賢造との新しい家庭生活を持った訣であ

る｡一組の夫婦に三人の子供がいて洋一､慎太郎､

さらにお絹である｡洋一にとっては､両親は実の

親であるが､慎太郎にとって賢造は義理の父親で

あり､お絹にはお律が義理の母になるという設定

である｡｢『お律と子等』の批評を書いて下さった

由｣(｢小島政二郎宛書簡｣大正九年十一月十一日)

とあるが､これは小島政二郎 ｢芥川さんの 『お律

と子等』を評す｣(『時事新報』大正九年十一月

九日～十日)でこれに拠れば､芥川龍之介は取材

の為に小島政二郎同伴で日本橋横山町を探訪して

いる｡

後年､三島由紀夫 ｢網と明察｣(｢講談社｣昭和

三十九年十月)では､近江絹糸労働争議 (｢昭和

二十九年六月｣をモデルにした作品創作の為に彦

根､近江八景に取材旅行をして苦心の末に脱稿し

た｡しかし､悪徳資本家をめぐる労働争議という

固定的な図式で作品的に成功したとは､言い難い｡

松本清張は､題材が題材だけに柄にもなくて失敗

したと酷評した｡｢お律と子等と｣もまた､題材

が題材だけに柄にもなく失敗したと言える｡しか

し､作品的な成功を収めている箇所も散在する､

｢捨子｣と同じく芥川龍之介の義母に養育されて

養家に育った経歴の反映である｡ダンテ ｢神曲｣
から

に､｢他人のパンがいかに辛く/他人の家の階段
のぽ つら

の上り下りがいかに辛い道であるかを｣ (｢天国篇

第十七歌五十八､五十九行｣) という有名な詩句

があるが､｢お律と子等と｣の題材には芥川龍之

介独自の視点がある｡

｢(前文省略)あれは未完ですもう二三回通夜

や墓の事を書かないと纏りません (今度はお絹を

主人公にして)但しもう嫌気がさしてゐます｣

(｢小島政二郎｣大正九年十一月十一日)この芥川

龍之介書簡を手がかりに坂井二三絵 ｢芥川龍之介

『お律と子等と』論｣ (｢阪大近代文学研究｣平成

十七年三月)は､｢お律と子等と｣(｢-｣～ ｢三｣)

が次男洋一の視点から描かれていて ｢お律と子等

と｣(｢四｣～ ｢七｣)は長男慎太郎の思いを中心

に語られていると指摘した｡すると芥川龍之介書

簡に拠れば､お律死後の何章かがお絹を視点とし

て描かれる筈であった｡通夜や墓の事がお網の視
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点から描かれる筈だったが作者は､その意欲を喪

失したのである｡

1(｢-｣)

メリヤス問屋の主人賢造は､妻のお律との間に

儲けた次男の洋一にお律の容態の悪い事を告げて

義理の息子の慎太郎を地方の高等学校の地から東

京に呼び戻すように手筈を整える｡賢造は､血の

繋がらない義理の息子の慎太郎に引け目を感じて

いる訣であるが､これに対する後妻のお律は､先

妻の浅川の叔母に瀕死の病床で気を使っている｡

下町に生きる一組の夫婦の会話を引用すれば､以

下の如くである｡

鮎 ｢まあ､ふだんが達者だか ら､急にどうと云
しん た らう

ふ事もあるまいがね､-慎太郎へだけ知らせた万
うめがは うなぎ

が一｣… ｢いいえ､叔母さんに梅川の鰻をとって

上げるの｡｣

互いに気を使い合い気苦労の多い東京下町の生

活の全般は､芥川龍之介にとっては幼年時代から

見聞してきた実生活の一端であるが､その多くは

｢お律と子等と｣の取材に日本橋の問屋街を散策

した小島政二郎のものであった｡小島政二郎 ｢眼

中の人｣(｢岩波文庫｣)を読むと東京下町の祝儀

の作法を知らない菊池寛が､芥川龍之介､南部修

太郎､小島政二郎の面々の中で浮き上がっている
エヒソード
挿話が記録されている｡しかし､後年小島政二郎

自身が慣習に囚われない菊池寛の合理的な生き方

に脱帽している｡東京下町で育った者と地方出身

者との生活感覚のずれは､谷崎潤一郎､佐藤春夫

両名の親友同士の間でも見られた｡

亡き父を裏切る形で再婚した実母お律を兄の慎

太郎は､不快に想いさらに義父に対してもその思

いは同一である筈だ｡こうした発想から次男の洋

一の思いは次のようになる｡

母は兄に会ひたがってゐる｡が､兄は帰って

来ない｡その内に母は死んでしまふ｡すると姉

や浅川の叔母が､親不孝だと云って兄を責める｡

(｢-｣)

有島生馬の長編書簡体小説 ｢嘘の果｣(｢開放｣
しょく

大正十年一月)を ｢兎に角余り前途に望みを咽さ

せる前篇でない事は事実である｡｣ (｢大正八年六

月の文壇｣大正八年六月)という書評に対して､

有島生馬 ｢嫌みで下等な書評｣ (｢新潮｣大正八年

十二月)と反論した｡これらの一連のやり取りか

ら ｢有島生馬君に輿ふ｣(｢新潮｣大正九年一月)

という芥川龍之介らしからぬ一文が生まれた｡こ
はんばく

の反駁に対しては､田舎者の佐藤春夫が賞賛した｡

さらに佐藤春夫は､痛癖を起こした芥川龍之介が

湯飲みを縁石に投げ捨てた行為を芥川龍之介の死

後に聞いて､彼は日常生活でも日頃からこのよう

に率直であるべきだったと嘆息した｡松本清張

｢潤一郎と春夫｣ (｢昭和史発掘｣三)には､佐藤

春夫の田舎者ぶりを東京日本橋生まれの谷崎潤一

郎が邦捻する場面が､効果的に取り入れられてい

る｡和歌山新宮生まれの田舎者佐藤春夫を感激さ

せた芥川龍之介の言は､｢随分まごまごしてゐた

が､此間は批評で大襲失敬しましたと云って一つ

頭を下げた｣(｢嫌みで下等な批評｣)という有島

生馬の一文である｡ これに反駁した芥川龍之介

｢有島生馬君に輿ふ｣の都会人の社交を捨てた筆

致を佐藤春夫は賞賛した訣である｡

｢お律と子等と｣(｢-｣)で描かれている家族

構成は､血縁的には希薄な下町の一家が互いに相

手を気遣いながら日常生活を送る生活の細部に及

ぶ描写である｡さらに東京下町の家庭を描くのに

病人の在りようを問うため占い師に状況を報告し､

善後策を講じる場面がある｡
ほか

封筒の中には手紙の外にも､半紙に-の字を

引いたのが､四つ折の億はひってゐた｡(中略)
かみやま すみいろ

｢今神山さんに墨色を見て来て貰ったんだよ｡

(後文省略)｣ (｢お律と子等と｣-)

下町の家庭で日常生活の細部に普遍的に介在し
まじな

ていたこうした占い､お呪い等のオカル ト的な生

活感覚は､その後の関東大震災と東京大空襲で消

滅した｡日常生活の細部に亘って生活を規制する

占い､迷信の類は当然山の手より下町に散在して

いて､東京よりも関西に色濃い｡阿川弘之 ｢志賀

直哉｣ (｢信仰と迷信｣)には､京都の公家でしか
どうし⊥う まつえい

も古い堂上家の末商の志賀夫人に直哉が苛立つ場

面を印象深く記録した｡

2 (｢二｣)

翌日の朝､父の賢造と食卓に向かい合う次男の

洋一は､母の病状を気遣って兄の慎太郎が帰宅す

るかどうかを話題にしている｡株の暴落で長女の

嫁ぎ先が損害を被った事や賢造自身も多大な損失
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を出した事などが話題になる｡洋一は､友人の観

劇の誘いを断り一人で受験勉強の為に二階に閉じ

こむが､少年時代の兄との葛藤が回想される｡兄

慎太郎と兄弟喧嘩をした時に母のお律は､洋一を
せん ぷ

庇って先夫の子供である慎太郎を叱りつける｡こ

こには病没した先夫よりも､今の夫である賢造に

気遣わねばならない後妻としてお律の立場がある｡

この時の兄の慎太郎は､実母の現在の弱い立場を､

さらに自分の置かれた立場を思い号泣する｡

｢好いやい｡｣兄はさう云ふより早く､気違
ぶ

ひのやうに母を撲たうとした｡が､その手がま

だ振り下されない内に､洋一よりも大声に泣き

出してしまった｡- (｢二｣)

兄の慎太郎は､弟の洋一から見た範囲では母の

お律を､実父没後に再婚したお律を気持ちの上で

は許していない｡その気持ちが､率直に現れたの
ぶ

が､｢気遣ひのやうに母を撲たうとした｡｣(｢二｣)

という記述である｡その後 ｢大声に泣き出してし

まった｡｣(｢二｣)と続く｡慎太郎は実母の後妻と

しての弱い立場を思いやり､さらには義父によっ

て養われる自分の立場を思いやり号泣したのであ

る｡兄慎太郎と弟の洋一とは､実母に対する感覚

が異なる｡芥川龍之介は慎太郎､洋一という名前

に二人の立場の相違を適確に表現している｡慎太
せん ぶ

郎は先夫の家の長男であり､洋一は賢造の長男で

あるという命名である｡本来ならば洋一は､洋一

ではなくて洋二､あるいは慎二郎でなくてはなら

ない｡こうした兄弟の置かれた立場を認識した弟

の洋一は､以下の述懐をする｡

洋一は兄の見てゐる母が､どうも彼の見てゐ

る母とは､違ってゐさうに思はれるのだった｡

(｢二｣)

二階の勉強部屋で瀕死のお律を気遣い､地方に

いる兄慎太郎の帰宅を待ち俺びる弟の洋一に回想
ひとこま

の-駒の一瞬が訪れる｡兄が第一高等学校を拒み､

東京の実家での生活､実母お律との同居を拒否し

て､地方の高等学校入学の為に東京を離れる前日

に洋一と交わした会話の断片である｡

｢僕はお母さんが死んでも悲しくない｡｣(中いつ
略)｢お前は何時でも小説なんぞ読んでゐるぢ

やないか?それなら､僕のやうな人間のある事
をか

も､すぐに理解出来さうなもんだ｡可笑しな奴

だな｡｣(｢二｣)

一般的な理解であるならば､兄の慎太郎の人情

の希薄を弟が嘆く一場面である｡しかし､そうで

はなくて兄慎太郎の実母お律に対する過剰な愛の

発露であると理解しなくてはならない｡カミュ

｢異邦人｣ではないが､｢人間は誰でも自分の愛す

る者の死を期待するものだ｣ ｡ ｢異邦人｣の主人公

の行動､母の葬儀を終えた後に恋人と戯れ､行き

ずりの殺人行為に走る｡｢異邦人｣の主人公が弾

劾されるこうした行為は､母の死が与えた打撃の

大きさを､翻って考えれば彼の母に寄せた愛の尋

常でなかった事の証明である｡芥川龍之介は､早

くから実存主義の先駆的な作品､カフカの幻想性､

寓意性､不条理文学を学んでいた｡最晩年は､一

連の実験的な作品に挑戦した｡｢馬の足｣(｢新潮｣

大正十四年一月､二月)はその代表的な成果であ

る｡兄慎太郎の弟洋一に対する呼びかけ､｢お前いつ
は何時でも小説なんぞ読んでゐるぢやないか?そ

れなら､僕のやうな人間のある事も､すぐに理解

出来さうなもんだ｡｣(｢二｣)この兄弟のやり取り

は､芥川龍之介の内面の対話である｡後年､遺稿
ある

｢暗中問答｣(｢文垂春秋｣昭和二年九月)で ｢或

声｣｢僕｣の問答形式で芥川龍之介の分裂した精

神構造として象徴的に記述される｡兄の弟に語る

呼びかけ ｢小説なんぞ読んでゐる｣ (｢二｣)の

｢小説｣は､この場合明らかに芥川龍之介が親し

んだ不条理文学を具体的に示している｡さらに兄

慎太郎が､弟洋一に語るこの言葉は､芥川龍之介

が少年時代に実見した会話の焼き直しである｡目

の悪い浅川の叔母が､二階に登って来て洋一に語

りかける場面に続く｡｢『私は少しお前に相談があ
ヽヽヽ

るんだがね｡』洋一は胸がどきりとした｡｣(｢二｣)

の洋一の胸中その実態について考察する｡

浅川の叔母の頼みというのは薄情な､事務的な

看護婦を人情味のある別の看護婦に替える為の相

談であった｡洋一は､了解し従業員に看護婦会に

電話するよう連絡する為に階下に下りる場面が､

以下の記述である｡｢洋一は叔母のさきに立って､
いきほ
勢ひ好く梯子を走り下りた｡『神山さん｡ちょい

と看護婦会へ電話をかけてくれ給へ｡』｣(｢二｣)､

もし叔母の頼みが洋一の予期していた深刻なそれ

であったら ｢洋一は叔母の後から､物憂く梯子を

下りた｡｣という記述になった筈である｡それなヽヽヽ
ら､洋一が危倶した ｢胸がどきりとした｡｣とい

-17-



琉球大学教育学部紀要 第76集

う不安内容は､どのようなものだったのか｡｢『お

母さんがどうかしたの?』｣という洋一の発言が

意味するように第一義的には､母の危篤の事態で

ある｡そして第二義的には､母の死亡によって生

じる自分と兄の家庭内の地盤沈下､さらには先妻

の縁者からの経済的な要求である｡心配が､すべ

て杷憂である事が判明した結果の洋一の行動が､
いきほ

｢叔母のさきに立って､勢ひ好く梯子を走り下り

た｡｣という行動の意味である｡

3 (｢三｣)

洋一が､昼過ぎに茶の間を覗くと他家に嫁した
ぎし
義姉が居て父に財産分与を強請っている場面に遭

遇する｡隣室では､実母お律の苦痛の噛ぎが聞こ

える状況での姉の懇願に洋一は苦痛を覚える｡掛
と ざは たにむらはか せ

かりつけの戸沢医師だけでなく､谷村博士にも来

て黄うことにする｡約束の三時を過ぎても現れな

い谷村博士を迎える為に洋一は､大通りまで迎え

に出る｡通りに仔む洋一に使い走りの店の店員が､

遊び友達田村からの誘いと父の呼び出しを持って

通りかかる｡そこで洋一は､電報で呼び戻らされ

た兄慎太郎の人力車での帰宅途中に遭遇する｡大

通りから自宅までの短い兄弟のや り取りで､｢お

律と子等と｣の主役は､洋一から慎太郎に移行す

る｡別の言葉で言い換えれば､作中の語り手は洋

一から慎太郎に移るのである｡作品題名 ｢お律と

子等と｣が生きてくる｡つまり､母であるお律の

死を廻って二人のお律の子供洋一､慎太郎の物語

が語られるのである｡作品構造の主役が､つまり

は物語の語り手が弟から兄に譲渡される場面が､

｢お律と子等と｣(｢三｣)後半に的確に書き込まれ

ている｡
からだぢう

洋一は兄を兄上ながら､体中の血が生き生き

と､急に両頬へ上るのを感じた｡(｢三｣)

顔死の実母お律の状況を背景に弟の洋一は､不

在の兄に全幅の信頼を寄せている｡その信頼は､

実母お律の死によって訪れるかも知れない自分の

存在の不安､具体的には実家での自己の存在価値

であった｡兄の慎太郎は､行動で弟のこうした不

安を打ち消すのである｡

洋一が予期してゐなかった､とは云へ無意識
ひらめ

に求めてゐた或表情が閃いてゐた｡洋一は兄の

表情に愉快な当惑を感じながら､口早に切れ切

わな言葉を続けた｡(｢三｣)

洋一は､実父賢造に財産分与をおねだりする義

姉と父とのやり取りを聞いてきたばかりである｡

年少の自分に代わり､お律の子供として兄が実家

に帰宅して采配を振る事を期待しそれを見込み薄

の行為と見倣していた事になる｡兄の慎太郎が､

お律とさらには実家を簡単に見捨てるのではない

かと危倶していた訣である｡弟洋一のこの心配は､

兄の態度で美しく裏切られる､これが ｢兄の表情

に愉快な当惑を感じながら｣の内実である｡

死に顔した実母の枕元に駆けつける為に兄は､

車夫に速やかな行動を促すと同時に彼の脳裏には､

過ぎ去った列車の-挿話が脳裏を横切る｡人は､

速やかな行動に移行する瞬間それが緊急の事態で

あれば､それだけ意識は別の何かに囚われて肉体

の行動と別に些少な過去の記憶の断片が､脳裏を
さえぎ
遮るものである｡

い
それは隣に腰をかけた､血色の好い田舎娘の

しに め

肩を肩に感じながら､母の死目に会ふよりは､
あと

寧ろ死んだ後に行った方が､悲しみが少いかも
ふけ

知れないなどと思ひ耽ってゐる彼だった｡しか
あひだ

も眼だけはその間も､レクラム版のゲエテの詩

集へぼんやり落してゐる彼だった｡ ･･･- ･

(｢三｣)

実母の遺骸に死後に対面した方が､打撃が少な

い｡あるいは逆か､どうか判定できない｡川端康

成 ｢十六歳の日記｣では､唯一の肉親である祖父

の死の床から遠ざかる少年の姿が記録されたが､

祖父に対する激しい愛がそうさせた訣である｡顔

死の母の身体が､横たわる枕辺に立つのに彼の視

界に過ぎ去った列車内の残影が横切る｡具体的に
い

は､肉体が微妙に接触を繰り返す ｢血色の好い田

舎娘の肩｣､でありその健康な娘の息吹から逃れ

ようと独逸語の ｢ゲエテの詩集｣へ意識的に回避

行動を取る自分の姿が､脳裏を横切る｡典型的な

旧制高等学校の生徒の異性に対する､自己の性に

対する回避行動である｡文学素養を芥川龍之介文

学で滴養された松本清張は､作中人物の述懐に芥

川文学､芥川龍之介の視線が顔を出す｡平凡な会

社員が､愛の喪失体験の直後に非日常的な性経験

を履行する時に咳く言葉､学生時代に夫の葬儀を

取り仕切った未亡人が､喪服のまま夫の遺骸の前

で不倫の饗宴に耽る外国小説を読み､その非現実
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な事に呆れたが今自分は学生時代の自身の未熟を
つぷや

知ったと咳く場面である｡

｢兄さん｡試験はまだ始らなかった?｣(中
あ す

略)｢明日からだ｡(後文省略)｣(｢三｣)

兄は､試験を受ける事を放棄して､つまり進級

する事を諦めて実母お律の枕元に駆けつけた訣で

ある｡こうして作品の主役は､洋一から慎太郎に

弟から兄に引き継がれる事になる｡｢慎太郎は弟
いたは

を触りたかった｡が､その心もちは口を出ると､
いつ
何時か平凡な言葉に変ってゐた｡｣(｢三｣)と云う

のは､この間の事情を語っている｡

4 (｢四｣)

谷村博士の診断を受けた-時間後､賢造､慎太

郎それにお絹の夫の三人は､二階でお律の容態に

ついて具体的な診断結果を聞く事になる｡掛かり
と ざは ぴ くん

つけの医師である戸沢は､微醸を帯びながら一週

間のお律の病状報告を谷村博士に話す｡
まゆ しょはう

慎太郎には薄い博士の眉が､戸沢の処方を聞

いた時､かすかに動いたのが気がかりだった｡

(｢四｣)
かいよう

戸沢の十二指腸の潰癌という病状報告を是認し

ながら谷村博士の下した段は､腹膜炎である｡谷

村医師は､掛かりつけの戸沢の面子を潰さない範

囲でお律の病状が最悪であると告げるのである｡

なす術のない病人を相手に老練な谷村医師は､時

計を見ながら絶望的な状況からの離脱をする｡か

すかな救いを求めて再来疹を乞う戸沢に対して応

答する｡
あが い つ

｢ええ､上る事は何時でも上りますが､-｣

(｢四｣)

谷村博士を見送りながら慎太郎は､誰よりも後

に階下に降りながら全てが手遅れである事､実母

の迫り来る死を実感する｡

5 (｢五｣)

夜になって苦痛を覚えるお律は､慎太郎を枕元

に呼びつけて母として､妻としての下町に生きる

者の平凡な勤めを果たそうとする｡兄の慎太郎に

弟洋一を頼む事､さらにお守りを持っているので

心強い､さらに幻聴を聞く場面と続く｡実母のこ

の姿は､高等教育を受けている慎太郎を怯ませる

に十分なものがあって､引き下がって一人寝に就

すゐ し

く彼にある種開放感を与える｡｢垂死の母を見て

来た癖に､もう内心ははしゃいでゐる彼自身の軽

薄を憎みながら､ ･･････｣(｢五｣)

小島政二郎は､前掲 ｢芥川さんの 『お律と子等』

を評す｣で前半､洋一を視点に描かれた箇所まで

は作品的な成功を収めている､後半慎太郎に視点

が移動してからの描写は描き足りないという｡兄

弟二人の幼児の記憶を描きながらその心理描写の

過酷な現実が､現在の二人の生活に反映されてい

ないと不満の意を漏らした｡下町の中小経営者で

ある父親の賢造の描き方は物足りないと言う｡し

かし､対人関係で四方八方に気を使う事で自己の

個性を埋没させて生きる下町都会人の類型を示し

ていると思う｡小島政二郎のいうように久保田万

太郎 ｢朝顔｣｢ふゆぞら｣｢田原町｣等は下町を描

き､下町世界で充足している｡｢お律と子等と｣

は､同じ下町を素材にし､小売商人を描きながら

も心理描写にその特異性が見られる､しかし不十

分で終わってしまったと小島政二郎は結論付けた｡
と ち まん

｢稲妻や二尺七寸そりゃアこそ抜いた｣(｢十千万
どう
堂｣) という尾崎紅葉の句で批評を締めくくった

のは小島政二郎流である｡

6 (｢六｣)

瀕死の状態の母を階下において､その夜二階で

寝に就いた慎太郎に幼児の回想の場面が訪れる｡

第一の回想は､慎太郎が義父に新しい帽子を買っ

てもらったことが原因で､姉のお綿との間に争い

が起きる｡下町の小売商人である賢造は､生活で

身に着けた処世の才で義理の息子である慎太郎に

気配りをしたわけである｡このことが､実母を亡

くし家庭内での孤立を余儀なくされたお絹の嫉妬

心を煽ったのである｡しかし､慎太郎には義父が

息子である自分の気を引く為に贈り物をする意味

もさらには､姉のお絹の立場も十分に付度する事

が出来る｡

しかし頭の何処かには､実母のない姉の心も
あざやかうつ

ちが不思議な位鮮に映ってゐるやうな気がしな

がら｡- (｢六｣)

つまり､慎太郎と姉のお絹は賢造の家庭内では

同一の境遇であるという事である｡作者はその事

を十分書き込んでいる｡｢お律と子等と｣は､下

町の小売商人の実態を描く事では久保田万太郎に
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及ばないが､作品細部の書き込みは精微である｡

父親に向かってのお網の発言 ｢(前文省略)私の

お母さんは莫迦だったんですから､-｣ (｢六｣)

とあるようにお網の家庭内での弱い立場と､不在

の実母の存在を書き入れている｡さらに慎太郎の

実父の存在も書き漏らしていない｡慎太郎の第二

の回想である｡

慎太郎は､小学校の頃に母に連れられて谷中の

実父の墓参りをした経験を回想する｡しかし､彼

には実父の存在は､希薄で覚束ないものであった｡

慎太郎が､実父の墓参りを母に連れられて行った

記憶に付随するのは､近くで子供たちが空気銃で

小鳥を撃ったのを目撃したことである｡

彼は顔を知らない父に､漠然とした親しみを
あは1t

感じてゐた｡が､この憐な石塔には､何の感情

も起らないのだった｡(｢六｣)

死者の墓石の前で生者が､感慨を持つのは共に

生きた時間と空間を共有した思い出であり､その

記憶が､死者の記憶を墓石から呼び起こして来る｡

生前に共通の経験を持つ事のなかった父子にとっ

ては､墓石は石ころに過ぎない｡共通する記憶の

断片こそが家族の紳であるという知識を作者は､

示した訣である｡

幼児の回想に耽る慎太郎の横で父も睡眠を取ろ

うとするが､二度に亘って階下のお律から呼び出

されて病床に行く｡息子の慎太郎は､父を階下の

病床に呼び戻す母の行為を一度は憐れみ､さらに

は常時父に手を取られていたいからではないかと

何度してみる｡

7 (｢七｣)

翌日の朝早く､慎太郎一人を残して他の家族は
たまたま

全て居間を出て行ってしまう｡偶々残された慎太

郎は､急変したお律を一人で見取る事になる｡小

島政二郎は､｢お律と子等と｣に従来の芥川龍之

介作品に見られる劇的な終結を期待した｡しかし､

佐々木雅尊 ｢『お律と子等と』私論｣では､下町

小売商人の後妻､お律の家族に対する献身の愛と

日常の時間の中での絶命に積極的な意義を見出し

ている｡
王ぶた

しかし彼の眼の裏には､やはりさまざまな母

の記憶が､乱雑に漂って来勝ちだった｡その中
いま

には嬉しい記憶もあれば､寧ろ忌はしい記憶も

あった｡(中略)｢みんなもう過ぎ去った事だ｡

善くっても悪くっても仕方がない｡｣(｢六｣)

幻聴と意識の混濁と激しい痛みの中でお律は､

慎太郎に次男洋一を頼み､さらには賢造には衣類

の心配をしている｡こうして母親として妻として

の日常の勤めを果たしながら理性の混乱の内にお

津は､慎太郎一人に抱き抱えられながら絶命する｡

前掲､佐々木雅尊論文は不確かな家族構成の中､

日常生活の勤めを意識混濁の内に果たそうとする

お律の生と死にある種の意義を見出している｡

むすび

｢お律と子等と｣は､作風としては ｢秋｣の近

代心理小説の流れを継承し､主題的には ｢捨子｣

の課題を発展させている｡｢秋｣｢お律と子等と｣

が発展､拡散すれば ｢菜穂子｣になった筈である

という三島由紀夫の発言は肯定できる｡それが達

成出来なかったのは時代的な制約であったかも知

れない｡芥川龍之介の歴史小説は､鎮刻の文体の

中に緊張感を漂わせ息苦しい緊迫感に迫る作品が

多いが､｢秋｣｢お律と子等と｣にはこうした切迫

感はなく､むしろ自然な流露感がある｡不確実な

人間関係､日常生活の繰り返しの断絶で ｢お律と

子等と｣は ｢菜穂子｣より現代的な作品である｡

少なくとも ｢菜穂子｣にはない､人生の断片の拡

散､消滅で真実の人生に迫っているかも知れない｡

Ⅱ ｢点鬼簿｣

はしがき

｢点鬼簿｣(｢改造｣大正十五年十月)に記述さ

れている四人の登場人物は､芥川龍之介の両親､

姉そして自分である｡三人はすでに物故者であり､
や なか

残された生者である自分がある日谷中の墓地に墓

参りをして自分一人死に遅れてしまったという感

想を持つ｡そして､生き残った自分は死者たちに
つか そと

親近感を持つ､｢かげろふや塚より外に住むばか
ぢやうさう

り｣(｢丈州｣)という蕉門十哲の句に寄り添う形

で作品を終わる｡丈州に就いては､吉田精一 ｢柳

生恥脚芥川龍之介全集｣脚注に ｢尾張国犬山の士､
ちし かぐう
致仕して山城深草に仮寓し芭蕉に師事｡『かげろ

ふや』の句は (『丈州発句集』安永三年)下巻春

之部にあり､『芭蕉翁の墳にまふで 我ゝ病身をお
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もふ』の題がある｡｣､つまり蕉門十哲の一人が師

の墓参をして死者に思いを馳せた境地に芥川龍之

介は自己の心中を重ねた訣である｡丈州に就いて

は､｢松尾靖秋泊俳句辞典近世｣(｢桜楓社｣)に拠れば､

｢鳶実 ･謹厳ながらユーモアを忘れず､子供達に
しかたばなし しゃだつ
仕方話を語るなど酒脱な一面もあった｡｣､さらに

｢三歳の時生母を亡い､継母に仕えた｡｣とも紹介

されている｡これだけで蕉門十哲の一人である丈

州の師の芭蕉墓参の折の境地に自己の胸中を重ね

た芥川龍之介の心中を想い図る事が出来る. ｢t脚 ‡

院芥川龍之介事典｣(｢点鬼簿｣)では､和田繋二郎

は死を凝視する芥川龍之介の視点と作中記述され

ているギャグめいた表現との間に落差があり評価

が定まらないとしている｡

｢歯車｣に偶然再会した高等学校以来の旧友､

応用科学の教授との会話が､記録されている｡

｢君はちっとも書かないやうだね｡『点鬼簿』と云

ふのは謹んだけれども｡ ･･････あれは君の

自叙博かい?｣(中略)｢僕もこの頃は不眠症だが

ね｡｣(｢四｣)という発言の主は､諸般の状況から

判断するに広津和郎の可能性が高い｡｢点鬼簿｣

(｢改造｣大正十五年十月)に最初に反応したのは､

徳田秋声 ｢十月の作品｣(｢時事新報｣大正十五年

十月九日)であり､近松秋江 ｢旧痕｣を例に出し

て ｢『点鬼簿』なぞの作品となると､作者が果し

てどれほどの芸術的感興をもって筆を取ったもの

であるかを疑はざるを得ないのである｡｣と否定

的な時評をした｡これを読んだ広津和郎 ｢文芸雑

観｣(｢報知新聞｣大正十五年十月十八～二十日)

は､反駁文を寄せた｡この広津和郎の一文に接し

た芥川龍之介は､直接書簡を寄せて感謝の意を示

した ｢近来意気が振はないだけに感謝した｡｣

(｢広津和郎宛書簡｣大正十五年十月十七日)､晩

年の芥川龍之介は ｢MENSURAZOILI｣(｢新思

潮｣大正六年一月)で ｢女の一生｣を翻訳した広
てきしゆう

津和郎を邦捻したが､昔の敵筆に対しても婿を売

る程に衰弱したという事である｡｢点鬼簿｣発表

半年後に､歌舞伎座の廊下で広津和郎に窮状を訴

える芥川龍之介の姿を記録している ｢おお､君､

俺はもうやりけれないんだ｣(あの時代一芥川と

宇野- ｢-｣)｡この広津和郎 ｢同時代の作家たち｣

には､自身の不眠症が芥川龍之介を凌ぐ程であっ

たという自身の告白もあり､｢歯車｣(｢四｣)の登

場人物が歌舞伎座で再会した広津和郎の可能性が

ある事を示唆している｡最晩年の芥川龍之介は､

佐藤春夫に近づきさらに敵撃であった広津和郎､

宇野浩二に接近している｡｢文聾春秋｣に拠る菊

池寛､久米正雄等に対する失望､落胆がそうさせ

たと言える｡

1 (｢-｣)

｢点鬼簿｣で最初に取り上げられているのは､

実母芥川ふくである｡｢糾削 木M .･アル′l･Ll芥川龍之介｣

(｢四頁｣) に実母に抱かれた幼少の芥川龍之介の

肖像画を掲げる｡実母は､一瞥して後年の芥川龍

之介の横顔を紡沸させる｡肖像画の芥川ふくは､

年齢的にも最晩年の芥川龍之介に近い存在である｡

実母芥川ふくの姉芥川ふきについては､前掲アル

バム (｢六頁｣)に肖像画があるが､年を取ってい

るので芥川龍之介との顔の輪郭を重ねる事が出来

ない｡しかし､芥川龍之介自身は､｢家中で顔が

一番私に似てゐるのもこの伯母なら､心もちの上

で共通点の一番多いのもこの伯母です｡｣(｢文学

好きの家庭から｣)と言っている｡

実母の不在が､芥川龍之介に与えた影響は深刻

なものがある｡実母芥川ふくが健在であったなら

ば､芥川龍之介は別の人格になっていた可能性大

である｡健全な社会生活を全うし､頑強な精神を

持つ代わりに一行の詩も残さなかった可能性があ

る｡周辺の者達に見境なく愛を求める情緒不安定

な揺れる精神構造は､実母芥川ふくの不在に由り

もたらされた｡(久畑掛 ｢芥川がじつによく出てい

るそうじゃないか｡あの男のあのへんなところが ･･

････｣(｢わが文学半世紀｣作者の言葉)とい

う江口漁が､記録した芥川龍之介の挿話は実母不

在の生い立ちを持つ者の情緒不安定を余す事無く

描いた｡幼児に実母を喪失した志賀直哉には､実

父がさらに彼を慈しみ育て上げた祖父母の存在が､

あった｡

｢『暗夜行路』を読みはじめた｡主人公の精神

的闘争は一々僕には痛切だった｡｣(｢歯車｣三)

｢略の中を?- 『暗夜行路』はかう云ふ僕には恐

しい本に襲りはじめた｡｣(｢歯車｣五)､後年松本

清張は､志賀直哉に屈服する芥川龍之介の文学姿
あざわら

勢を噸笑った｡｢FW,4:.J舶果たして 『新生』はあっ

たであらうか?｣(｢保儒の言葉｣遺稿)さらには
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しんせい

｢殊に 『新生』に至っては､-彼は 『新生』の主
ろうかい

人公ほど老槍な偽善者に出合ったことはなかった｡｣

(｢或阿呆の一生｣四十六)､志賀直哉と島崎藤村

二人に対する関心は､性に纏わる肉親間の問題に

帰着する｡前者は肯定的にそして後者は､否定的

に理解されている｡そこに ｢点鬼簿｣理解に鍵が

ありそうである｡｢点鬼簿｣ (｢-｣)冒頭は､｢僕
きゃうじん

の母は狂人だった｡｣という衝撃的な一文で始ま

る｡この一文の意味するものは大きく､この一文

を草して半年後に芥川龍之介は同文の遺書を書い

ている｡

僕もあらゆる青年のやうにいろいろの夢を見

たことがあった｡けれども今になって見ると､

畢尭気達ひの子だったのであろう｡(｢遺書｣)

ここに記述された夢とは､具体的には何だろう｡

狂人の母を持ったという動かしがたい事実を前に

芥川龍之介が隠蔽したのは､自己の運命を天才主

義に結びつけることである｡こうした外界の事物

を自己の運命に近づけ自己関係付け (｢fehlerhaf

teEigenbeziefunng｣)に類する行為の果てに､

精神内部の操作に破綻が来たことを自覚したのが､

前掲遺書の意味であろう｡
せいさう き ど こう き でいしう み

僕はいつか西府記を読み､土口気泥臭味の語
や

に出合った時に忽ち僕の母の顔を､-痩せ細っ

た横顔を思ひ出した｡(｢点鬼簿｣-)

吉田精一篇 ｢筑鵬恥脈芥川龍之介全集｣ 脚注は､

｢土口気泥臭味｣について､｢これと同一の語は

『西府記』に見えない｡第四本第三折に､『土気息

泥滋味』 (土のにおい泥のあじ)とあるのがこれ

に近い､｣と云う｡つまり独特の臭気であるが､

これについては後に次のように具体的に記述する｡
まへ

彼の母も十年前には少しも彼等と襲らなかっ

た｡少しも､一彼は実際彼等の臭気に彼の母の

臭気を感じた｡(｢或阿呆の一生｣二)

宇野浩二が､発狂して斉藤茂吉の世話で王子能

病院に入院させ られた時に同伴した広津和郎に

｢もしあのままになったとしても立派だよ｡発狂

は芸術家に取って恥ぢゃないからね｡一宇野もあ

れで行くところまで行ったという気がするよ｣

(広津和郎 ｢あの時代｣五)という感想を漏らし

た｡実母の発狂後の無残な姿をその最後まで見続

けて来た彼を追い詰めたのは､実母と同じ道を歩

むかも知れないという精神分裂病に対する脅迫観

念である｡｢しかし彼は彼自身彼の病源を承知し

てゐた｡｣ (｢或阿呆の一生｣四十一)というよう

に実母の精神分裂病から派生した自己の遺伝に由

る精神破壊である｡同じ宿命を背負った島崎藤村

に対する近親憎悪が､｢或阿呆の一生｣(｢四十六｣)

での ｢新生｣読後感になった｡

｢暗夜行路｣も ｢新生｣も肉親間の不倫を主題

に据えているが､前者は肯定的に把握され後者は

厭われている｡ここに芥川龍之介の私生活の秘密

があり､｢点鬼簿｣解明の鍵があるように思う｡

考証的な事実に由れば､藤村の父島崎正樹 (｢夜

明け前｣の青山半蔵)は狂死し､藤村の姉高瀬そ

の (｢家｣のお種)も父と同じ道を辿っている｡

芥川龍之介 ｢果たして 『新生』はあったであらう

か?｣という厳しい視線､弾劾は ｢新生｣の叔父

岸本､姪節子に向けられているが､二人の間の不

義の子供の側に立っているからではないか｡これ

に反して ｢暗夜行路｣ の時任謙作に寄せる同調

｢主人公の精神的闘争は一々僕には痛切だった｡｣

は､自己の人生の苦痛の分身を主人公に見出した

からである｡

僕はこの主人公に比べると､どのくらい僕の
あ ほう

阿呆だったかを感じ､いつか涙を流してゐた｡

同時に又涙は僕の気もちにいつか平和を興へて

ゐた｡(｢歯車｣三)

荻久保泰幸 ｢『点鬼簿』小考｣に拠れば､｢歯車｣

(｢僕｣)が読んだこの場面は ｢暗夜行路｣(｢後編｣

第四の前半)､つまり主人公が自分の不在時の不

義密通を妻から告白される場面である｡しかし､

前後の事情からこれは主人公が､自分が不義の子

供であることを兄の書簡で知らされる場面でなく

てはならない｡芥川龍之介は､芥川ふくが実母で

あり芥川ふきが自分の実母の姉であることを疑っ

たことはあるまい｡前者は ｢気達ひの子｣と云う

自己認識で､後者は ｢家中で顔が一番私に似てゐ

る｣という客観的認識においてである｡問題は事

実としての父親の存在ではなく､芥川龍之介が生

前に新原敏三を実父として確信を持っていたかで

ある｡
す まふ

僕は中学の三年生の時に僕の父と相撲をとり､
おほそと が

僕の得意の大外刈りを使って見事に僕の父を投

げ倒した｡(｢点鬼簿｣三)

前掲荻久保泰幸論文に拠れば､この場面は ｢暗
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夜行路｣(｢序詞｣)に依拠している箇所である｡

主人公が､父に対して違和感を覚える前哨戦の場

面である｡

｢点鬼簿｣(｢-｣)は､実母を喪失する少年時
つぎあね

代の生々しい記憶である｡次姉久子と龍之介に人

物画を描いてやるとそれらの人物は､狐の顔をし

ていた｡これは終生河童の自画像を描き続けた芥

川龍之介が成した虚構の場面であろう｡実母の末

期に駆けつける芥川龍之介の記憶に残る断片は､
えりま まつ ほん

襟巻きに纏わる記憶の断片である｡この場面 ｢本
じょ か
所から芝まで駈けつけて行った｡｣(｢-｣)は､本

所区小泉町十五番地 (現在の ｢墨田区東両国｣)
にい

の芥川家から芝の新銭座 (現在の ｢港区｣) の新
はら
原家に人力車で駆けつけた龍之介の十一歳の時の

実体験であろう｡実母の死に目に会いに行く芥川
さしょう

龍之介の記憶は､襟巻きの些少な断片的記憶とし

て残 り､実母との死に目は滑稽感を伴うものだっ

た｡｢点鬼簿｣(｢-｣)の記述は､実母との死に際

の別れの意味を､芥川龍之介のその後の人生の過

酷を語る｡この箇所は､図らずも後年の実存主義

文学 ｢異邦人｣との偶然の類似を見せている｡最

晩年､芥川龍之介は義母で苦労する習作を読んだ

折に自分に師事する青年の虚構箇所を指摘してい
まぽろし

る｡ ｢僕は時々幻のやうに僕の母とも姉ともつか
がっかう によにん

ない四十恰好の女人が一人､どこかから僕の一生

を見守ってゐるやうに感じてゐる｡｣(｢二｣)とい

う最晩年の境地から類推されたのである｡

｢点鬼簿｣の一ケ月前に発表の ｢春の夜｣(｢文

垂春秋｣大正十五年九月)では､幻視体験の気配

を作中に記述した｡肉体から離脱した魂が背後に

忍び入る気配､｢Nさんはかうい言ひかけながら､
うし き
後ろが気になってならなかった｡｣(｢春の夜｣)と

ある｡

2 (｢二｣)

｢点鬼簿｣(｢二｣)で扱われているのは､芥川

龍之介が生まれる一年前に物故した姉新原初であ

る｡芥川龍之介より七歳年上､芥川ふくの最初の

子供である｡｢点鬼簿｣執筆時存命なら四十二歳､

芥川ふくは龍之介誕生時に三十三歳で死亡時には

四十三歳である｡ ｢僕の母とも姉ともつかない四
がっかう によにん

十恰好の女人｣という芥川龍之介の認識は､誤っ

てはいない｡

コーヒー たばこ し わざ

これは伽排や煙草に疲れた僕の神経の仕業で

あらうか ?それとも又何かの機会に実在の世界
おも てう し ぜん し わざ

へも面かげを見せる超自然の力の仕業であらう

か ? (｢点鬼簿｣二)

明らかに神秘的心霊現象を自覚している芥川龍

之介の横顔がある｡最晩年の芥川龍之介にとって

養母芥川龍之介ふきは､束縛の対象であり妻であ

る芥川文は幼妻で頼 りならない｡時間と空間とを

超えて物故した母と姉に最晩年の芥川龍之介は､

救いを求めたということである｡同時期神を求め

る悲痛な告白も遺稿として残しているが､その依

拠したところは不明である｡ ｢神の求め給ふ供物

は砕けたる霊魂なり｡ 神よ｡汝は砕けたる悔いし

心を軽しめ給はざるべし｡｣(｢断片｣二)｡ ｢吾妻

鏡｣は､源実朝が鎌倉鶴岡八幡宮での右大臣拝賀

の式に望む朝に源氏の将兵の心霊を目撃する記載

があったように記憶するが､同趣旨の心霊現象を

芥川龍之介も記録に残した｡こうした心霊を実感

すれば､それは妄想知覚 (｢Wahn-Wahrnehmu

ng｣)であり発展すれば､精神分裂病である｡ふろ かれこれ

僕は風呂へはひりに行った｡彼是午後の十一
ひと り てぬぐい

時だった｡風呂場の流しには青年が一人､手拭

を使はずに顔を洗ってゐた｡それは毛を抜いた
にわとり や

鶏の様に痩せ衰へた青年だった｡僕は急に不快

になり､僕の部屋へ引返した｡すると僕の部屋

の中に腹巻が一つぬいであった｡僕は驚いて帯

をといて見たら､やはり僕の腹巻だった｡
あすまや

｢鵠沼雑記｣ (以上東屋にゐるうち)､この一文

は ｢点鬼簿｣同時期執筆の遺稿であるが､時間と

空間を越えて現在の自分が､過去の自己に避逓す

る場面を記録したものである｡この異常知覚が､

肥大するとドッベル ･ゲンゲル (｢Doppelgaenge

r｣)現象を目撃することになる｡

3 (｢三｣)

｢点鬼簿｣(｢三｣)は､芥川龍之介の海軍機関

学校退職直前スペイン風邪流行の為に東京病院で

死亡した実父新原敏三との死別の状況を記述する｡

しかし､その別離の記載事項は深刻なものではな

い｡それは普段実父新原敏三と疎遠であったとい

うこと以外に､英語教師の職を榔ち直ちに文筆生

活に入る目安が立ったこと､師の淑石に倣う形で

大阪毎日新聞社社友となって生活の心配をしなく
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ても執筆に専念できる目安が立ったことなどが理

由に考えられる｡

僕の父は又短気だったから､度々誰とでも喧

嘩をした｡(｢点鬼簿｣三)

以下の実父を相手に相撲で三度に亘って競い合

う場面は､荻久保泰幸 ｢『点鬼簿』小考｣の指摘

に拠れば､｢暗夜行路｣ (｢序詞｣)の主人公の少年

時代の-挿話である｡｢暗夜行路｣(｢序詞｣)の主

人公少年時代の記憶は､彼が父の子供でなくて母

と祖父との間の不倫の子供である宿命を背負う為

の複線である｡｢点鬼簿｣(｢三｣)を執筆する芥川

龍之介が､構成上伏線として ｢暗夜行路｣(｢序詞｣)

のこの挿話を使ったのであるなら､新原敏三が実

父でないと芥川龍之介が意識していた訣である｡

｢点鬼簿｣(｢三｣)の実父新原敏三の記述には､深

刻さの側面はなくて記述は､淡々とした筆致であ

る｡
い-)ばん
｢一半は維新の革命に参した長州人の血もまじ

ってゐる｡｣ (未定稿 ｢柴山｣)という認識や ｢本

是山中人｣(｢禅林句集｣)を愛唱したことなどか

ら､生前の芥川龍之介は新原敏三を実父として疑

いを持たなかったかも知れない｡すると芥川龍之

介という存在は､完全に新原敏三､芥川ふくとい

う一組の夫婦さらに両家の家族の中で浮いた存在

である｡あるいは実母芥川ふくに代わり芥川龍之

介を育て上げた芥川ふきの養育が､特殊なそれで

あったことを証明しているかも知れない｡沖本常

吉 ｢芥川龍之介以前他 州 人｣(｢東洋図書出版｣)に

は､新原敏三の子孫の家系に芥川龍之介の風貌類

似の青年の肖像画を掲げている｡芥川龍之介自殺

の最大動機が発狂に対する恐怖であり､その根源

は実母芥川ふくの精神分裂病で理性喪失の実態を

目撃した少年時の記憶である｡宇野浩二の発狂の

惨状を目撃したことが自殺決行の起爆剤になった｡

生前の芥川龍之介が､自己の存在を伯母芥川ふ

きによる献身的な特殊教育の結果と認識していた
けし

可能性はある｡ ｢麦の中に芥子の花の咲いたのは
つひ ほか

畢に偶然と云ふ外はない｡我々の一生を支配する

力はやはりそこにも動いてゐるのである｡｣ (｢西

方の人｣五)｡あるいは小穴隆一の憶測するよう

に実母芥川ふくの不倫の子供の可能性としての認

識を持っていたことも推測できる｡ ｢最後に一或
ひと け よ なか

は人気のない夜中に突然彼女を驚かした聖霊の姿

だいく
も思ひ出したかも知れない｡ (中略) しかし大工

の妻だったマリアはこの時も薄暗い 『涙の谷』に

向かひ合はなければならなかったであらう｡｣

(｢績西方の人｣八)0

聖母マリアが､聖霊により身ごもった瞬筒にア

クセントを置く記述の背後に私自身は､作者芥川

龍之介の実母芥川ふくに寄せる切実な思いを感触

として覚える｡

4 (｢四｣)
ことし なか

｢僕は今年の三月の半ばに (中略)久しぶりに

妻と墓参りをした｡｣(｢点鬼簿｣四)｡この墓参の

目時は､ ｢大正十五年三月十六日｣の実父新原敏
じつぽ じっし しっぷ

三の命日の墓参であろう｡実母､実姉そして実父

の死を語 りながら最後に丈州の句で作品を締めく

くり自己の生の終鳶を予測した形になった｡後年､

広津和郎は ｢あれを読んでゐると､死ぬと思った

な｡｣ (｢新潮｣昭和十年七月)と発言し､それに

対して宇野浩二は､｢それから､私は､『点鬼簿』

を読んだ時､『死ぬな､』などとも､恩はなかった｡｣

(｢芥川龍之介｣二十一)という感想を述べている｡
つか

｢芭蕉翁の境にまふで 我ゝ病気をおもふ｣(｢丈州
つか

発句集｣)の一文を添えた句 ｢かげろふや塚より
そと

外に住むばかり｣で作品を締めくくる背後には､

丈州に仮託して淑石の墓に詣でて死に遅れた自分

の人生を嘆きたい自己の心情があるやも知れない｡

｢『績晋明集』読後｣(｢東京日日新聞｣大正十

三年七月十四日)でも丈州のこの句を推奨するも
かlプろう

句は ｢陽炎や墓より外にすむばかり｣になってい

る｡
いはつ ないとう

芭蕉の衣鉢を伝へたかと言えば恐らくは内藤
L'上')そう
丈州であらう｡ 少なくとも発句は蕉門中､誰も

しん ばち さぴ とら

この俳諺の新初知ほど芭蕉の寂を捉へたものは

ない ｡ (｢澄江堂雑記｣二十八)

俳聖芭蕉の真髄を理解しその精神を追随する者､

丈州という把握において自分の文学上の位置を軟

石に継ぐ者として認識していたことが分かる｡

むすび
なふくわん のち

僕は納棺を終った後にも時々泣かずにはゐら:=i､l■....-
れなかった｡(中略)｢ほんたうに御感心でござ

いますね｣(｢点鬼簿｣-)

これは､前後の文脈から察するに文脈が乱れて
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とお
いて本来は ｢僕は納棺を終った後にも泣かずに通

した｡｣でなければならない訣で､才人芥川龍之
かきん

介の文章上の塀壇ではないだろうか｡｢点鬼簿｣

は ｢尾生の信｣と同じく形式美の美しさで際立っ

ている｡荻久保泰幸 ｢『点鬼簿』小考｣の指摘に

拠れば､｢点鬼簿｣(｢-｣｢三｣)は､その各構成
エピソード

が ｢①作者の感情②挿話③臨終④葬儀｣の順に均

一な構成美を成している｡ここでも三島由紀夫の

｢トロッコ｣評が生きている｡｢型を意識せずには､

作品の質を上げることのできなかった作家である｡｣

｢点鬼簿｣ は､明らかに芥川龍之介による藤村

｢新生｣に対する意識的な挑戦の意味合いがある｡

｢『新生』讃後｣(｢保儒の言葉｣)は､藤村 ｢新生｣

の告白手法が芥川龍之介の考える告白手法 ｢告白｣

(｢保儒の言葉｣) との間に大きな敵齢があったこ
おの

とを窺わせる｡｢『もつと己れの生活を書け､もつ
だいたん

と大胆に告白しろ』 (中略)誰が御苦労にも恥ぢ

入りたいことを告白小説などに作るものか｡｣

(｢澄江堂雑記｣十六)､これは明らかに藤村 ｢新

生｣に対する世評に対する赤裸々な反感を示した

言葉である｡｢点鬼簿｣は､告白手法に拠りなが

らその意識的な構成美､形式美により ｢新生｣に

対する芥川龍之介流の挑戦行為と見徹し得る､そ

の目論見は成功したと言える｡

Ⅲ ｢玄鶴山房｣

はしがき

｢玄鶴山房｣(｢中央公論｣昭和二年一月､二月)

の素材提供者は看護婦からの聞き書きであると作ママ
者が明らかにしている｡｢お褒めに預って難有い｡

あの話は 『春の夜』と-しよに或看護婦に聞いた

話だ｡｣(｢宇野浩二宛書簡｣昭和二年一月三十日)

とある｡後年宇野浩二 ｢芥川龍之介｣(｢中公文庫｣

昭和五十年八月)では､｢玄鶴山房｣については

批判的であるので､これは ｢玄鶴山房｣(｢中央公

論｣昭和二年一月)を読んでの感想である｡つま

り ｢玄鶴山房｣(｢-｣｢二｣)を雑誌で読んだ宇野

浩二が､書簡かあるいは直接に読後感を芥川龍之

介に示した返事が､｢お褒めに預って難有い｣の

意味である｡ちなみに ｢玄鶴山房｣(｢-｣｢二｣)

発表直後の ｢新潮創作合評｣(一月の創作)で問題

にされている芥川龍之介作品は､｢彼｣(｢女性｣

昭和二年一月)｢彼第二｣(｢新潮｣昭和二年一月)

｢玄鶴山房｣(｢中央公論｣昭和二年一月)｢貝殻｣

(｢文蛮春秋｣昭和二年一月)等であるが､｢玄鶴

山房｣ についての好意的な評価は､細木克三

｢(前文省略)『中央公論』でしたか短いもの､あ

れはいいですね｡｣徳田秋声 ｢あ 云ゝふものは面

白い｡(後文省略)｣というやり取りで､宇野浩二

は ｢玄鶴山房｣ については発言していない｡後年､

宇野浩二 ｢芥川龍之介｣(｢二十｣)では､｢玄鶴山

房｣(｢中央公論｣昭和二年二月)の完結後に宇野

浩二の自宅に遊びに来た芥川龍之介に ｢あれは､

実にうまいと思って､感心したが､ずゐぶん気も

ちの悪い小説だね､僕は､あんな気もちの悪い陰

気な小説はきらいだ､｣と読後感を述べた事になっ

ている｡

｢玄鶴山房｣の素材提供者である看護婦は､芥

川文 ｢iB.W.芥 川龍之介｣ (三十一)に拠れば､義弟
や し ま

塚本八洲の看護婦である｡鵠沼の東屋旅館滞在中

に (｢大正十五年四月二十三日｣から-カ年ほど

は､田端から鵠沼に生活の拠点を移している)､

芥川文は一日だけ (｢大正十五年五月五日｣)同伴

の三男也寸志の初節句の為､田端に帰京した｡腸

を病む芥川龍之介の世話を力石平蔵 (｢トロッコ｣

の素材提供者)に依頼しての帰京であるが､鵠沼

帰宅後は､芥川龍之介は大腸カタルになり､夫人

の母親の好意で義弟塚本八洲の看護婦が芥川龍之

介の世話をしていた訣である｡この間､義弟塚本

八洲の看護婦からの聞き書きが ｢春の夜｣(｢文垂

春秋｣大正十五年九月)と ｢玄鶴山房｣になった

のである｡｢弟はこの看護婦さんに大変好意を､

或いは好意以上のものを持っていたようです｡｣

(｢追想芥川龍之介｣三十一)とあるように善意の人

であるようだが､作品内部では ｢甲野はこの声を

聞いた時､澄み渡った鏡に向ったまま､始めてに

やりと冷笑を洩らした｡それからさも驚いたやう

に 『はい唯今』と返事をした｡｣(｢玄鶴山房｣四)

というように悪意の人に変えられている｡これに

ついては､数カ月後に新潟での座談会 (｢昭和二

年五月二十三日｣)で芥川龍之介自身が､｢『玄鶴

山房』は看護婦に聞いた話です｡『春の夜』もさ

うです｡『玄鶴山房』であんなに悪く書いて了っ

たので何虚かで恨んでゐるでせう｡｣(葛巻義敏編

｢芥川龍之介未定稿集｣談話)と語っている｡｢玄
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鶴山房｣の看護婦甲野が､素材提供の実在の看護

婦の実像とはかけ離れた人物像であることは､塚

本八洲没 (｢昭和十九年六月十日｣)後､芥川文が

弟の墓参に行くと下谷に住むこの看護婦からの花

が生けられていたことからも伺える｡

善意の人を悪意の人に変貌させるのが､芥川龍

之介文学の特色である｡こうした芥川龍之介文学

の傾向は､芥川龍之介自身が善意の人でありなが

ら個人的には家族愛が希薄な実生活の反映にある｡

家族愛の希薄な実情が､生前の彼の他者に対する

無限の愛を求める行為に繋がったと思える｡これ

から ｢玄鶴山房｣作品論を論述する上で問題にし､
すえきち

言及することになる青野季吉は､生前一度も面識

を持つことのなかった芥川龍之介から書簡を貰っ

て途惑った旨の回想文を残している｡

かつて､些少の個人的な交渉もなかった芥川

氏は､死の三ケ月前に突然に私に手紙を寄せら

れた｡こういう風なこだわりのないことは､室

生犀星氏の芥川龍之介論で見ると､氏の天質で

あったらしいが､私はちょっと面喰った｡(｢芥

川龍之介氏に聯関して｣昭和二年九月)

一面識のない青野季吉に何故芥川龍之介が直接

書簡を贈ったかは､｢玄鶴山房｣発表後一カ月後

の ｢新潮創作合評｣(｢二月の創作｣昭和二年三月)

に訣がある｡問題の発言は､青野季吉と金子洋文

との間で取り交わされたやり取りである｡青野季

吉 ｢外のものを持って来ずに､リープクネヒトを

持って来たのは意味があると思ふ｡｣金子洋文

｢好い加減なもんさ (笑ふ)『苦楽』なら問題なら

ず｡リープクネヒトだと問題にするのはおかしい

よ｡あの場面はリープケネヒトでも､『苦楽』で

も同じだよ｡｣という発言である｡ この ｢棚創作

合評｣で ｢玄鶴山房｣を論じている評者は､いず

れも左翼陣営の面々であるが､｢玄鶴山房｣(｢-｣

～ ｢六｣)の構成において ｢玄鶴山房｣(｢六｣)の

みは別の視点からの読みを要求するという作者に

よる自作自註を遺した意味で青野季吉の発言は､

重要である｡｢わたしは玄鶴山房の悲劇を最後で

山房以外の世界へ解れさせたい気もちを持ってゐ

ました｡｣ (｢青野季吉宛書簡｣昭和二年三月六日)､

多くの社会主義傾向の面々の中で ｢玄鶴山房｣

(｢六｣) の場面展開に注目して ｢リープクネヒト

を持って来たのは意味があると思ふ｡｣と発言し

た青野季吉の着眼に敬服して､未知の反対陣営の

者に書簡を送った訣である｡

｢人生は多少の歓喜を除けば､多大の苦痛を輿

へるものと思ってゐます｡｣(｢青野季吉宛書簡｣)

という発言に続いて芥川龍之介は､アナ トオル ･

フランスを例に社会主義への期待を言及した｡こ

の芥川龍之介発言は､作品の基本的構造を作者自

ら解説して見せたものと理解できる｡｢玄鶴山房｣

(｢-｣～ ｢五｣)は､実人生の多少の歓喜を伴う

甚大なる苦痛を記述したものであり､｢玄鶴山房｣

(｢六｣) に地獄図からの救いを見出そうとしたと

言える｡つまり､芥川龍之介は理論としての社会

主義に現状脱却の夢を託した訣である｡社会主義

の現実を知らずに理論に期待を寄せたのは芥川龍

之介の限界であり､同時に幸せでもある｡｢玄鶴

山房｣ (｢六｣)で来るべき共産革命に救いを求め､

宗教的救済を希求したと言える｡

塚本八洲の看護婦からの聞き書きから生まれた

二つの作品 ｢春の夜｣(｢文聾春秋｣大正十五年九

月)｢玄鶴山房｣ の二作品には､結核の重症患者

として横たわる義弟塚本八洲の実像の反映がある｡

芥川文夫人の実弟､塚本八洲は第一高等学校の寄
りかん

宿舎生活で結核に擢患し､重症の結核患者として

病み続け､四十二歳 (｢昭和十九年｣)で亡くなっ

た｡

｢春の夜｣｢玄鶴山房｣の二作は､芥川龍之介

が鵠沼の東屋旅館､東屋の貸別荘 ｢イの四号｣で

の療養生活の中から生まれ出た作品である｡その

状況については芥川龍之介自身が次のように説明

している｡ ｢唯今弟についてゐる看護婦について

黄らひ､やつとパンや半熟の卵にありついた次第､

下痢のとまり次第蹄京したい｡一人で荘漠の海景

を見なが ら横になってゐるのは賓に寂 しい｡｣

(｢小穴隆一宛書簡｣大正十五年六月二十日)

芥川龍之介が､三男也寸志を連れた妻文と共に

鵠沼の東屋旅館に滞在したのは､義弟塚本八洲の

看病の為に義母塚本鈴が鵠沼に滞在していたから

である｡芥川龍之介の義弟塚本八洲は､芥川龍之

介より十歳年少で第一高等学校入学後に寄宿舎で

発病せずに学窓を終えたら物心両面で晩年の芥川

龍之介を支えたであろう｡人間運命は神をも知ら

ないが､実弟の羅息の運命に対する芥川文の記述

には､痛恨の恨みがある｡｢私の弟は一高に入学
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して寮生活をしておりましたが､たまたま同室に､

相当重症の結核を患った人がありました｡弟は大

変健康な体でしたが､毎日の寮生活の間に､少し

ずつ感染していったようです｡｣(｢追想芥川龍之介｣

(｢三十一｣)

塚本八洲の看護婦からの聞き書きに依拠する二

作品 ｢春の夜｣｢玄鶴山房｣の内､前者は比較的

装飾が少なくて義弟とそれを看病する看護婦の直

接の投影が見られる｡｢僕は当時僕の弟の転地先
力タル

の宿屋の二階に大腸答児を起して横になってゐた｡

下痢は一週間たってもとまる気色は無い｡そこで

元来は弟の為にそこに来てゐたNさんに厄介をか

けることになったのである｡｣(｢春の夜｣)､冒頭

のこの一文は､｢主人はその間に大腸カタルになっ

てしまっていました｡｣(｢追想芥川龍之介｣三十一)

という芥川文の回想と重なる｡さらに ｢春の夜｣

の作品構図において看護婦の語る家族構成は､そ

のまま塚本八洲を看病する芥川文夫人の実家､家

族構成の焼き直しである｡｢野田と云ふ家には男

主人はゐない｡切り髪にした女隠居が一人､嫁入

り前の娘が一人､その又娘の弟が一人､-あとは

女中のゐるばかりである｡｣(｢春の夜｣)｡肺結核

に羅患したこの息子に母親が語る､作中の発言

｢あたしはそんな意気地なしに育てた覚えはない

んだがね｡｣(｢春の夜｣)は､鵠沼の東屋旅館にさ

らに東屋の貸し別荘に滞在中､芥川龍之介自身が

妻の実家で灰聞した塚本鈴の発言の可能性がある｡

芥川文の実母､塚本鈴の夫は日露戦争で第-艦隊

参謀として戦死している｡戦争未亡人として生き

た鈴は息子の塚本八洲より､六年早く昭和十三年

に亡くなっている｡

二十一になる清太郎は滅多に口答えもしたこ

ともない｡唯仰向けになったまま､大抵はぢつ

と目を閉じてゐる｡その又顔も透きとはるやう

に白い｡Nさんは氷嚢を取り替へながら､時々
とくさ

その頬のあたりに庭-ばいの木賊の影が映るや

うに感じたと云ふことである｡(｢春の夜｣)

病床に横たわる滴太郎の頬に庭の木賊の影の映

るのを感じたのは､看護婦に仮託された芥川龍之

介自身の経験でなくてはならない｡相手は､義弟

塚本八洲であるが､この場面は ｢春の夜｣の作品

終末部で繰り返される｡｢氷嚢をお取り春へ致し

ませう｡｣(｢春の夜｣)という看護婦の発言を引用

して宇野浩二は､｢このぞオッとするやうな冷た

さは､後の 『玄鶴山房』に､通じるものである｡｣

(｢芥川龍之介｣二十三)と批評した｡

｢春の夜｣終結部での芥川龍之介作品定型の締

め括りのやり取り ｢滴太郎?-ですね｡あなたは

その人が好きだったんでせう?｣ ｢ええ､好きで

ございました｡｣(｢春の夜｣)という最後のやり取
はぐ

りを宇野浩二は､｢索然とした､逸らかされたや

うな気がした｡｣(｢芥川龍之介｣二十)と言って

いるが､これも塚本八洲没後命日を忘れずに墓参

を欠かさない看護婦の実像と重なる｡｢弟はこの

看護婦さんに大変好意を､或いは好意以上のもの

を持っていたようです｡｣(｢追想芥川龍之介｣三十

一)と芥川文により回想される｡｢何でも言ふな

りになるばかりか､Nさんにものを言ふ時には顔

を赤めたりする位である｡｣(中略)｢二十一人な

る清太郎｣(｢春の夜｣)という作品中の記述は､

｢追想芥川龍之介｣ (三十一)で回想された義弟塚本

八洲の実像に重なる｡

｢春の夜｣が､芥川龍之介作品として特筆すべ

き箇所は､看護婦のNさんが経験するドッベル ･

ゲンゲル (｢Doppelgaenger｣)現象である｡氷を

買う為に外出したNさんは､清太郎に似た少年に

抱きつかれて小銭をせびられる｡滴太郎の分身と

外出先で遭遇したNさんは､清太郎の死を予想し

たが彼は相変わらず離れで静に寝ていた｡｢酒太

郎はそこにゐないかも知れない｡少なくとも死ん

でゐるのではないか?｣(中略)｢Nさんはかう言

ひかけながら､後ろが気になってならなかった｡｣

(｢春の夜｣)､作中での神秘的傾向はこの時期の芥

川龍之介の作品傾向を象徴している｡宇野浩二は､

｢春の夜｣と ｢玄鶴山房｣とは､最初同一素材か

ら構成された作品ではないかという見解を述べた｡

しかし､両作品は素材が同じでも作品傾向を異に

している｡前者は､この時期芥川龍之介が示した

神秘的現象に対する執着を示したものであり､後

者は社会主義に救いを求めた作品である｡

｢春の夜｣ の冒頭が神秘的傾向を示したが､終

結は従来の芥川龍之介作品と同じく一種の話の落
はぐ

ちで終わった事に宇野浩二は､｢索然とした､逸

らかされたやうな気がした｡｣ (｢芥川龍之介｣二

十)と意見を述べたのである｡最初､宇野浩二が

一読して ｢これはいかん､｣と感想を抱いた ｢春
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の夜｣の冒頭箇所というのは､この時期芥川龍之

介が集中して書き続けていた一連の神秘的作品の

繰 り返しと想ったからである｡ ｢Nさんはこの家

へ行った時､何か妙に気の滅入るのを感じた｡

(中略)けれども又一つには四畳半の離れの抱へ

こんだ､飛び石一つ打ってない庭に木賊ばかり茂

ってゐた為である｡｣ (｢春の夜｣)というのが宇野

浩二の注目した冒頭である｡作品冒頭の一文は､

同時期発表の ｢悠々荘｣(｢サンデー毎日｣昭和二

年一月)の冒頭一文との重複を見せている｡これ

らの一連の冒頭文は､ポオ ｢アッシヤー家の崩壊｣

からの影響があるというのが宇野浩二の意見であ

る｡

茅葺き屋根の西洋館はひっそりと硝子窓を鎖

してゐた｡(中略) しかし又その外にも荒廃を

極めたあたりの景色に-伸び放題伸びた庭芝や

水の干上った古池に風情の多いためもない評で

はなかった｡(｢悠々荘｣)

平岡敏夫 ｢玄鶴山房｣論では､｢悠々荘｣ ｢玄鶴

山房｣の先駆を成すのが､｢わが散文詩｣(｢玄関｣

大正十一年十一月)であると指摘し説明している.

｢わたしは夜寒の裏通りに､あかあかと障子へ

火の映った､或家の玄関を知ってゐる｡ (中略)

去年の夏､其処にあった老人の下駄は何処へ行っ

たか?｣(｢わが散文詩｣)

この作品は､明らかに ｢玄鶴山房｣の素描の趣

がある｡｢玄関｣と ｢悠々荘｣の二作品が統合し

て客観小説 ｢玄鶴山房｣が生まれたと言える｡こ

れらの一連の創作行為は､芥川龍之介自身の自殺

に向けての精神的な準備の為に成された｡一年前

にあった ｢老人の下駄は何処へ行ったか?｣ (｢玄

関｣) は､老人の不在を直接的には死を予想させ

る設定である｡そして ｢悠々荘｣は､病没した住

民の不在を主張する廃嘘､廃園の名前が悠々荘で

ある｡

｢何といったつけ､この家の名は?｣ (中略)

｢悠々荘 ?｣｢うん､悠々荘｡｣僕等三人は暫く

の間､何の言葉も交さずに荘然と玄関に仔んで

ゐた｡伸び放題伸びた庭芝だの干上った古池だ

のを眺めながら｡(｢悠々荘｣)

この作品に込めた芥川龍之介の意図は､明瞭で

ある｡ポオ ｢アッシヤー家の崩壊｣ に挑戦 した

｢悠々荘｣の意図は､作者によるアイロニーつま

りは皮肉､逆説である｡こうした傾向は､芥川龍

之介生来のものであって ｢玄鶴山房｣でも生かさ
よし ぷんた

れている｡｢玄鶴山房｣(｢三｣)で愛人お芳､文太
ろう げんかくさんばう
郎の母子が登場するが､それ以前に ｢玄鶴山房-

なん
玄鶴と云ふのは何だらう?｣(中略)｢何だかな､

しゃれ
まさか厳格と云ふ酒落でもあるまい｡｣ (｢玄鶴山

房｣-)という一文がある｡さらに ｢彼の告別式

は盛大 (!)だった｡｣(｢玄鶴山房｣六)という

作品末尾の一文も写実小説であるのなら感嘆符で

なくて､疑問符 ｢彼の告別式は盛大 (?)だった｡｣

でなくてはならない｡芥川龍之介の三中時代の物
の せ い そ を

故した旧友､能勢五十雄を素描した作品 ｢父｣

(｢新思潮｣大正五年五月)でも友人の尻馬に乗っ

て自分を駅舎に見送りに来た実父を噸笑した旧友

の葬儀で自分､芥川龍之介は ｢君､父母に孝に｣
とうじ

(｢父｣) という悼辞を読んだ｡さらに軟石臨終の

場の再現を目論んだ ｢枯野抄｣(｢新小説｣大正七

年十月)では､作品末尾の一文は､｢かうして､

古今に倫を絶した俳諺の大宗匠､芭松庵松尾桃青

は､『悲歎かぎりなき』門弟たちに囲まれた億､
こうぜ/し しよくくわう

溢然として属練に就いたのである｡｣(｢枯野抄｣)｡

この作品については､宇野浩二の善意の人が一人

も存在しなくて悪意の人々ばかりの作品という批

評が有名である｡悪意の弟子たちに見守られて絶

命する芭蕉庵松尾桃青ならぬ淑石臨終の場を ｢悲

歎かぎりなき｣と表現したのは､芥川龍之介の個

性である｡

｢春の夜｣に顕著に見られるのは､作中のオカ

ル ト思考である｡この時期の一連の著作の集大成

である ｢玄鶴山房｣でこうした側面は希薄である

が､死後を意識し始めた芥川龍之介には､こうし

た幻覚症状が頻繁に見られる｡｢死後｣(｢改造｣

大正十四年九月)では､自分が死んだ後に再婚し

た妻と言葉を交わす場面を記述して､芥川龍之介
ありか

のこの時期の関心の在処を示している｡死後の自
くしべぐう くし

宅 ｢櫛部寓｣ (｢櫛部は姓｡寓は仮住まい｡櫛は奇

に通じ､霊的な意をおびる｡｣鯛全貼附脚注)とい

う表札を潜り､再婚した妻と避近する｡再婚相手

の不適切な人格である事を互いに確認した旧夫婦､

芥川龍之介と文夫人との間で取り交わされる会話

は､現実感を持ち奇妙な不安を与える｡｢妻は驚
しか

いたやうに僕の顔を見上げた｡その日はいつも叱

られる時にする､途方に暮れた表情をしてゐた｡
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ばか
(中略)『何と言ふ馬鹿だ !それぢや死んだって死

に切れるものか｡』｣(｢死後｣)

｢春の夜｣で見られるオカル ト現象､看護婦N

さんの意識 ｢清太郎はそこにゐないかも知れない｡

少くとも死んでゐるのではないか?｣(｢春の夜｣)

は､病跡挙上 ドッベル ･ゲンゲル (｢Doppelgaen

ger｣)現象である｡こうした一連の病跡 (｢path

ographie｣)現象を作品中に形象化 した結果､

｢点鬼簿｣(｢改造｣大正十五年十月)が執筆され

る｡ ｢点鬼簿｣(｢-｣)で実母ふくを ｢点鬼簿｣

(｢二｣)で姉初を､さらに ｢点鬼簿｣(｢三｣)で父

新原敏三を記述し ｢点鬼簿｣ (｢四｣)を自己の人
つか そと

生の予兆で閉じた｡｢かげろふや塚より外に住む

ばかり｣(｢凡兆｣)の句で自らの人生の行く末を

暗示させた｡

｢玄鶴山房｣(｢中央公論｣ 昭和二年一月)は､

｢彼｣ (｢女性｣) ｢彼第二｣ (｢新潮｣) ｢悠々荘｣

(｢サンデー毎日｣)｢貝殻｣(｢文蛮春秋｣)等の作

品と同時期に発表された｡その為に作者同席の

｢新潮創作合評｣(｢一月の創作｣)で同列に論じら

れている｡｢創作合評｣出席者は､中村武羅夫 ･

芥川龍之介 ･掘木克三 ･徳田秋声 ･久保田万太郎 ･

宇野浩二 ･近松秋江 ･藤森成吉の面々である｡

｢玄鶴山房｣ については､堀木克三､徳田秋声が

認めている｡久保田万太郎の ｢彼第二｣を推挙す

る意見に対して､芥川龍之介は ｢彼｣の方に自信

を示している｡｢貝殻｣については､古い手帳か

らの転載､備忘録であって作者自身が作品として

の価値を認めていない｡｢彼｣｢彼第二｣について

は､ ｢(馴 髄之介, 『憂欝にはならないですか｡』 (酬 秋,I.･)

『憂欝にはならない｡』｣というやり取りがあり､

｢薮の中｣のような作品は､今の自分は書きたく

ないという芥川龍之介の感想の記載がある｡

1 (｢-｣)

｢玄鶴山房｣には､この時期の芥川龍之介作品

が持つオカル ト思考が見られない｡その意味では､

最後の客観小説として理解し得る｡｢『玄鶴』と

云へば､『黒色の鶴』のことだが､黒色の鶴など

といふものがあるのかな｣(｢芥川龍之介｣二十三)

と言うのが小説題名に寄せた宇野浩二の感想であ

る｡しかし､総体として逆説とアイロニーに満ち

ていることは､｢玄鶴山房｣(｢-｣)においても十

二分に書き込んである｡
はりこしげんかく
堀越玄鶴は画家としても多少は知られてゐた｡

しかし資産を作ったのはゴム印の特許を受けた

為だった｡(｢玄鶴山房｣-)

最初に問題にすべきは ｢ゴム印の特許｣で財産

を作り､土地運用で資産を作ったという人物造型

である｡｢玄鶴山房｣という題名に寄せた宇野浩

二の発言ではないが､｢ゴム印の特許｣などとい

う知的所有権があるのかな､と言うのが素朴な最

初の疑問である｡次に問題にするのは ｢画家とし

ても多少は知られてゐた｣という一文であるが､

これがアイロニーである事は二人の画学生のやり
げんかくさんばう

取りから知る事が出来る｡｢玄鶴山房一玄鶴と云
なん

ふのは何だらう?｣｢何だかな､まさか厳格と云
しゃれ

ふ酒落でもあるまい｡｣､二人の画学生は､画家と

しての玄鶴の存在を知らない｡さらに ｢玄鶴山房｣

(｢二｣～ ｢六｣)で展開されるお芳一文太郎の存

在に対する作品冒頭での作品内部の人物構成に対

する作者の邦稔でなければならない｡

彼等は二人とも笑ひながら､気軽にこの家の
い

前を通って行った｡そのあとには唯凍て切った

道に彼等のどちらかが捨てて行った ｢ゴルデン･
がら

バット｣の吸ひ殻が一本､かすかに青い-すぢ

の煙を細ぼそと立ててゐるばかりだった｡(｢玄

鶴山房｣-)

この一文を ｢中央公論｣で初めて読んだ時の素

朴な感想を宇野浩二が書き残した｡｢ふン､『青い
や

-すぢの煙を細ぼそ』カ､あひかはらず遣ってる

な､｣(｢芥川龍之介｣二十三)と言うのがそれで

ある｡しかし､完結した ｢玄鶴山房｣を読んだ後

の感想は､｢これは､うまい､｣という読後感に変

わっている｡つまり､｢玄鶴山房｣作品構造の意

識的造型に心打たれたということだ｡実人生を虚

偽､心労､虚飾の中で生きた者が､人生の終末に

おいて一時の安らぎを得ることなく精神的､肉体

的苦悶の果てに絶命する物語を作者の側の個人的

事情を記述することなく､客観小説に仕立て上げ

た芥川龍之介の作家手腕に脱帽した訣である｡

｢悠々荘｣と ｢玄鶴山房｣は､前者が小品で軽く

後者が小説で念の入ったものであるが､似ている

ので看護婦に聞いた話を別々の二つの作品に仕立

てたのではないかという感想を持ったというのが､

宇野浩二の第一印象である｡前者には陰欝の中に
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憂愁があるが､後者には閉塞感に救いはない｡

｢玄鶴山房｣(｢六｣)でリープクネヒトを出して社

会革命に救いを求めたのは､革命の実態を知りえ

ぬ世代の幻想である｡一種の宗教的な救済を求め

た行為と看徹すことが出来る｡

宇野浩二 ｢芥川龍之介｣(｢二十｣～ ｢二十三｣)

には､頻繁に ｢玄鶴山房｣への言及があるが､そ

れには理由があって鵠沼東屋旅館の貸別荘 ｢イの

四号｣滞在中の芥川龍之介を宇野浩二が訪ねてい

るからである｡ ｢玄鶴山房｣(｢-｣｢二｣)執筆中

の現場を宇野浩二は､ 目撃している訣である｡

｢中央公論は前後だけ出来て中間出来ず､とうと

う二月に出すことに相成り､｣(｢斉藤茂吉宛書簡｣

大正十五年十二月十九日)､つまり ｢玄鶴山房｣

(｢-｣｢二｣｢六｣)は､鵠沼滞在中に執筆されて

残 りの客観小説となり得る ｢玄鶴山房｣(｢三｣

｢四｣｢五｣)は､東京田端で脱稿された (｢玄鶴山

房｣脱稿は､宮坂覚編纂年譜に拠れば､昭和二年

一月十九日である)｡

自己の死後を意識する芥川龍之介にとって田端
ドラマ

の自宅での私生活上の劇は､客観小説として定着

させずには居られない一つの現実であった筈だ｡

｢わが散文詩｣(｢玄関｣)｢春の夜｣｢悠々荘｣は､

本格小説 ｢玄鶴山房｣の先駆を成す作品群である｡

これから ｢玄鶴山房｣(｢二｣｢三｣｢四｣｢五｣)を

考えて行くに就いて､田端の芥川龍之介の家族構

成が､看護婦からの聞き書き､覚え書きと同じく

重要である｡親しい友人に家族構成の複雑さを､

その悩みを訴えた芥川龍之介であったが､この時

期の関心事は具体的には義兄西川豊の鉄道自殺で

あり､鵠沼東屋旅館にまで付き纏う異母弟新原得
くずまき

二の存在である｡実姉新原ひさと最初の夫葛巻義

定との間の子供 (義敏､さと子)の内､葛巻義敏
る り こ あきら

は実母の西川豊との再婚 (長女瑠璃子､長男晃を

儲ける)で芥川龍之介宅に身を寄せていた｡これ

に養父母､実母ふくの姉ふきが同居していた訣で

ある｡芥川龍之介の三人の子供は幼く､複雑な血

縁関係の扶養家族がひしめいている現状である｡

経済的に精神的に芥川龍之介の生活を支える存在

は､周辺に皆無である｡本来なら芥川龍之介を側

面から支える立場にあった芥川文夫人の実弟塚本

八洲は､重症の結核患者で病床に臥したままであ

る｡ この惨憤たる状況は､｢河童｣(｢改造｣昭和

二年三月)で二カ月後に再描写されることになる｡

2 (｢二｣)
ほりこしげんかく とり すず

堀越玄鶴とお鳥夫婦の娘であるお鈴と結婚して
ぢゅうきち

入り婿の形で老夫婦と同居する銀行員の重吉の反
デテイル

応は､芥川龍之介の私生活の細部を記述する｡帰
しIDうと

宅時に堀越家の門を潜ると老人性結核の男玄鶴の

体臭を覚え､自己の臭覚を訪しく思う｡
がうけつはだ
豪傑肌の父親よりも昔の女流歌人だった母親

ひとなつ

に近い秀才だった｡それは又彼の人懐こい目や
は あこ

細つそりした願にも明らかだった｡(｢玄鶴山房｣

二)

堀越玄鶴の入り婿になった銀行員の重吉は､堀

越玄鶴の家族と異質の存在である｡玄鶴の娘であ
たけを

る妻のお鈴と息子の武夫との居間での団撃を楽し
し¢つこ.Leうとカ

み､勇や姑の居る離れの住空間とは別の生活を営

む彼の日常は､｢澄江堂｣サロンでの芥川龍之介
こうの

の私生活の反映である｡看護婦の甲野が､同居す

るようになってから一人息子の武夫が必要以上に

はしゃぐのを父親である重吉は認識し､息子に一

人の男を感じる｡この辺の感覚は､作中人物の日

常生活に仮託された芥川龍之介のものである｡後

年､ビルマで戦死することになる次男多加志を遠

望してその生涯を案じた生前の芥川龍之介の姿が､

編集者により記録として残されている｡
げんかくさんばう よ

｢玄鶴山房｣の夜は静かだった｡ (中略)か

う云ふ ｢離れ｣に聞えて来るものは植え込みの
そよ

竹の戦ぎだけだった｡(｢玄鶴山房｣二)

この辺の描写を宇野浩二 ｢芥川龍之介｣(｢二十

三｣)は､賞賛していて孤独の中で ｢竹の戦ぎ｣

を聴くのは作者であるとし､玄鶴の孤独さらには

見守る夜伽の看護婦の孤独を造型する作者の陥っ

た最晩年の孤独に思いを致した｡私小説作家宇野

浩二は､作中人物玄鶴が経済的な隆盛を極めた時

期､幸福の絶頂にあったときにも個人的には満足

な生活､精神的な静証を得られなかった現実を取
さ川まい しつと

り上げている｡｢しかしそこにも傍輩の嫉妬や彼
せうさう

の利益を失ふまいとする彼自身の焦燥の念は絶え

ず彼を苦しめてゐた｡｣(｢玄鶴山

房｣ 五)､年少にして高架に登った芥川龍之介の
テーマ

生涯の主題は､同世代からの嫉妬心をいかにかわ

すかであった｡この生涯に及んで続けられた彼の

この努力は､最終的には成功しなかった｡若さ､
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学歴､学識､容貌さらには安定した経済的基盤ど

れ一つとっても衆人の嫉妬の対象にならないもの

はない｡自己の持つ属性を輯晦すべき具体的､有

効な手段を芥川龍之介は死に至るまで講じなかっ

た｡彼と同じような経歴を持つ菊池寛は､社会的

地位､財力では晩年芥川龍之介を追い抜いたが､

自己の素質を輯晦される必要を感じなかった筈で

ある｡菊池寛の場合､その容貌､体型が既に世人

の嫉妬心を輯晦させている｡

宇野浩二は､親しい友人でありながらも芥川龍

之介の持つこの種の精神的焦燥と無縁であった｡

しかし､宇野浩二は彼の側からの別の視点の解釈

を下す事を忘れていない｡精神的､肉体的に後退

したこの時期は､芥川龍之介が､｢『傍輩を嫉妬』

し､創作力を回復しようとする焦燥の念に駆られ

てゐたのではないか｡｣ (｢芥川龍之介｣二十三)

と云う指摘である｡｢鼻｣(｢新思潮｣大正五年二

月)を夏目軟石に激賞されて文壇を駆け上っていっ

た芥川龍之介を抑捻して宇野浩二は､ ｢龍介の天

上｣(｢解放｣大正八年五月)を書いて同世代の新

星であった芥川龍之介をからかった事が思い出さ

れる｡

3 (｢三｣)

｢玄鶴山房｣(｢三｣)では､隆盛時代の玄鶴の

名残である愛人お芳､文太郎母子が登場すること

で新しい局面を迎える｡玄鶴が病床に伏すと同時
ぶんたらう

にお芳は､千円の手切れ金で身を引き息子文太郎

の月々の養育費を条件に両親の居る上総の或海岸
さかな

に逼塞する｡お芳には､東京の場末に肴屋を営む
しんぎん

兄の存在がある｡こうして死の床で坤吟する玄鶴

の周囲を血縁関係の希薄な情の通わない扶養家族
とり

が取り囲むという状況である｡玄鶴とその妻お鳥､
すず いDうきち

さらに娘のお鈴､この娘と結婚した入り婿重吉と
たけを

一人息子武雄が本来の家族構成である｡この家族

を扶助する為に玄鶴の故郷信州から呼び寄せた女

中のお松､さらに結核で倒れた玄鶴専属の看病に
こうの

雇われた看護婦の甲野がいる｡死の床に坤吟する

玄鶴の病床に愛情希薄な､経済力のない疎遠な人

間が轟いているという設定である｡これが田端の

芥川龍之介の家族構成を再構成したものであるこ

とは､言を待たない｡この時期に､肴屋の兄を通

じてお芳から手伝いの申し込みがあったのである｡

娘のお鈴は､母のお鳥に相談して結局は､この申

し込みを受け入れお芳､文太郎の母子は玄鶴の屋

敷に住み込むことになるのである｡この辺の事情

は､お芳の ｢(前文省略)お手でも足りませんや
ご かんぴゃう

うなら､御看病に上りたい (後文省略)｣ という

申し込みを娘のお鈴から聞いた母のお鳥の ｢彼女
す なほ

の言葉をどうしても素直には取り上げなかった｡

『これがまだあたしの耳へはひらない前ならば格
はづか

別だけれども-お芳の手前も蓋しいやね｡』｣(｢玄

鶴山房｣三)というやり取りである｡このやり取

りを理解する為には大正期に厳然として存在した

身分制度を理解しなくてはならない｡お鳥は ｢或
たいはん からう
大藩の家老の娘｣であり､入り婿の重吉は ｢知事

などにもなった或政治家の次男｣である｡これに
あが

反してお芳は ｢女中上り｣の身分で､お芳の意識
は そろ

は ｢彼女自身の履き物や男の子の靴を揃へ直した｡｣

(｢玄鶴山房｣三)という動作から知られる｡お鳥

は､お芳の背後にいる貧しい血縁の人々の野心を

警戒し､さらに ｢大藩の家老の娘｣である自分が､

玄鶴の正妻として妾の介入を阻止できない､さら

には玄鶴の家庭の下降を妾のお芳にさらけ出すの

が不本意であるというのが､上記 ｢玄鶴山房｣

(｢三｣)のお鳥の発言の真意である｡

｢玄鶴山房｣全体に救いはないが､作者の側と

しては幾つかの救済の道を用意していると思える｡

｢それからその漁師町に住まなければならぬお芳

親子も｡(中略)リイブクネヒトを読みはじめた｡｣

(｢玄鶴山房｣六)と作品終結部にあるように､こ

の二つが作者の意識では救済を予告するものであっ

た筈である｡これについては後半で再度論じるが､

お芳､文太郎の母子の存在について言及しておき

たい｡
いよいよきおく

お芳は愈気後れのしたやうに古い新聞紙の包
ま

みを一つ､茶の間へ膝を入れる前にそつと台所
にんにく

の隅へ出した｡(中略)｢これは､あの､大蒜で

ございます｣(｢玄鶴山房｣ 三)

お芳は､どんな女であるか｡作者は幾つかの点

描で妾のお芳が玄鶴にとって人生唯一の救いであっ

たことを記述している｡その具体的な記述を証左
そんぐわい ふ

してみると､① ｢存外彼女が老けたことを感じた｡｣

(｢三｣)② ｢古い新聞紙の包みを一つ｣(｢三｣)③
ゐ なかなま

｢発音する田舎靴りを改めなかった｡｣(｢三｣)､こ

れらの説明からお芳の人柄は､自ずと言外に伝わ
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るように設定されている｡

(おからは､お芳の普段の質素な生活振りが窺え

るし､②からは虚飾のない生活ぶり､実人生を必

死に生きる女の生の姿をかいま見せる｡③はお芳

の生まれ故郷上総の海岸での自然な生活ぶりの反

映である｡｢玄鶴山房｣(｢三｣)で知り得る限り､

お芳は玄鶴に愛された唯一の存在であり､玄鶴の

幸福の対象であったことが作中で描き尽くされて

いると思う｡こうした理解で以下の文脈が本文中

で生きてくるのである｡
よし のち

玄鶴はお芳を囲ひ出した後､省線電車の乗り

換へも苦にせず､一週間に一二度づつは必ず
せふたく かよ

妾宅へ通って行った｡ (｢玄鶴山房｣三)

老人の玄鶴が､お芳の許に通い続けたのは性欲

ではなく､精神的慰安が目的であった事が判明す

る｡文太郎の存在は､こうした玄鶴の安らぎ､平

穏の生活の結果としてみるべきである｡それは､
らりゃうほう

玄鶴がお芳の妾宅に羅両峯の画を持ち込んだ行為

からも伺い知ることが出来る｡志賀直哉 ｢沓掛に

て一芥川君のこと-｣(｢中央公論｣ 昭和二年九月)

には､｢鰯の監焼を食はされた｣ という発言と谷

崎潤一郎に聞いたという広津和郎に対する芥川龍

之介の人物評 ｢煮豆ばかり食って居やがって｣と

いう二つの芥川龍之介発言を記載しているが､こ

の発言に言及して芥川龍之介を理解した志賀直哉

は､友人間で自己を輯晦する自意識過剰の芥川龍

之介の真実が理解できなかったと言える｡

晩年の玄鶴にとっては､お芳一文太郎母子との

語らいが人生の慰安のひと時であったことは傍証
しょが

から伺い知ることが出来る｡それは､玄鶴が書画
こっとう
骨董の類の多くをお芳親子の住む妾宅に運んだこ

とである｡この行為は､妾宅に住む母子に自分の

没後の経済的な不如意を和らげたいという玄鶴の
あらわ

無意識の好意の顕れという理解は論外である｡玄

鶴の週に二回程度のお芳との時間が､平穏な安ら
もたら

ぎを斎すものだったからこその有効な書画骨董の
らりやうほう

類であった｡羅両峯の画を鑑賞する為には精神の

静詮が必要であるということである｡ ｢まさかお
らりゃうほう ゑ

父さんも羅両峯の画がお芳にわかるとも思ってゐ

ないんでせうが｡｣(｢三｣)という息子重吉の発言

には､玄鶴山房での玄鶴個人の家庭的な孤独が知

られる｡朋令処刑附 ｢遠苗嵐 (｢中国消代の鵬 O糊州の人｡(.帽 ,i-,,-ti.硝 また

;ま花之｡ !i帆 山川､人物､花竹の画をよくし､超現一七的な神総の感髄を出現したのが特色｡｣)

玄鶴の娘お鈴は､お芳が女中だった時から内気な
ば すゑ さかな

彼女に好意を抱いていたが､ ｢東京の或場末に肴

屋をしてゐるお芳の兄は何をたくらんでゐるかわ

からなかった｡｣(｢三｣)という認識は､彼が ｢玄
せんちゃ さいそく

鶴の秘蔵の煎茶道具なども催促されぬうちに運ん
うんさん む しょう

で来た｡｣(｢三｣)という行為で雲散霧消する｡宇

野浩二は､｢枯野抄｣について善意の人が皆無で､

悪意の人ばかりであると評したが､｢玄鶴山房｣

では上総の或海岸で育ったお芳とその兄は善意の
ちみ

人である｡これに反して玄鶴山房の内部は､魅魅
もうり上う
組版の世界で救いはない｡玄鶴の義理の息子は､

部外者として山房に臭気を覚えている｡

彼はこの数日以来､門の内へはひるが早いか､
しうき

忽ち妙な臭気を感じた｡それは老人には珍しい
とこ いき にほひ

肺結核の床に就いてゐる玄鶴の息の匂だった｡

が､勿論家の外にはそんな匂の出る筈はなかっ

た｡(｢二｣)

玄鶴と血のつながりのない義理の息子は､山房

全体に嫌悪の匂いを生理的に感じている｡

4 (｢四｣)

玄鶴山房にお芳､文太郎の親子が身を寄せるよ

うになってから家庭内に生じた波紋を描く｡ 第一

の乱韓は､本家の孫である武夫と妾の子供である

文太郎の同世代の男の子同士のそれである｡これ

は直ちにそれぞれの母親であるお鈴とお芳の戦い､

二人の山房内での身分違いを鮮明にするものでも

あった｡二人の母親の言い分は､今日ではお芳と

お鈴の二人の女の家庭内､玄鶴山房内での身分の

相違を鮮烈にしていて､さながら公家社会の序列

を思わせる隠微な内に龍もったそれである｡
ぽつ

(…) ｢坊ちゃん､弱いものいぢめをなすっては
まへ いったい

いけません｡｣ (ぉ鈴) ｢お前が一体我億なんです｡

さあ､お芳さんにおあやまりなさい､ちゃんと手

をついておあやまりなさい｡｣ 玄鶴の娘お鈴は､

自分の息子武夫を妾のお芳の面前に引き据えるこ

とで､大義名分を楯に自分の父の妾親子を土下座
ドラマ

させる｡こうした家庭内の劇を作品形象化し得る

才能は､芥川龍之介独自のものであって他の追随

を許さない｡当時の田端家庭内での芥川龍之介の

複雑な人間関係を反映したものであると同時に､
とも

家庭内で幼児より彼に接していた芥川債の存在を

窺わせる｡養父芥川道章の妻債は､幕末の大通細
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木香以の姪で芥川龍之介に消え去り行く江戸の名

残りを伝えた｡

お芳､文太郎の母子が玄鶴の最愛の存在である

という前提の確証は以下の一文からも知られる｡
げんか く よし で

｢彼女は玄鶴にはお芳親子に同情のあるらしい素
ぷ
振りを示した｡｣(｢四｣)､玄鶴は娘のお鈴と孫の

武夫と些細な争いを繰り返すお芳と息子文太郎に

思いを馳せるが､その沈痛を冷笑を浮かべて享楽

するのが看護婦甲野である｡甲野は､自己の女と

しての肉体を武器に重吉を挑発することで平穏な

結婚生活を送るお鈴に挑戦するが､お嬢様育ちの

玄鶴の娘には効き目はない｡苛立つのは､女中の

お芳に夫である玄鶴を奪われた姑お鳥である｡
ぢゅうきち
｢重吉､お前はあたしの娘では一腰ぬけの娘

では不足なのかい?｣(｢四｣)

他人の不幸を目撃することで喜びを享受する体

質である甲野の企みは､重吉､お鈴の夫婦仲を引

き裂く程に効果的ではなかったが､姑お鳥の平穏

を乱すには､十分な役目を果たした｡お芳母子が､

祖父母の住む上総の或海岸に引き上げることが決

まってから､姑お鳥の苛立ちは最高潮に達する｡

自分が蒔いた嫉妬の炎が､家庭不和の原因となり

効果を出したことを十分認識した看護婦甲野は､

会心の笑みを洩らすのである｡この箇所について

室生犀星は ｢芥川龍之介の人と作｣で賞賛してい

る｡

甲野はこの声を聞いた時､澄み渡った鏡に向

ったまま､始めてにやりと冷笑を洩らした｡そ

れからさも驚いたやうに ｢はい唯今｣と返事を

した｡(｢四｣)
たち

他人の不幸を享楽する性質の不幸な私生活の看

護婦の介入で根底から崩れる程に玄鶴の家庭が脆

い事､家庭内の構成員がすべて疑心暗鬼に囚われ

ている事､｢玄鶴山房｣の悲劇の背後には芥川龍

之介の複雑な家庭の反映がある｡｢玄鶴山房｣の

筆致を支えているのは､幼児より養家に育ち､我

がままらしい事を主張する事無く生を終えようと

している芥川龍之介の意識である｡すでに二ケ月

前に ｢点鬼簿｣(｢改造｣ 大正十五年十月)で危機

に陥った自分を救出してくれる女人の幻想を求め

た｡

5 (｢五｣)

お芳が玄鶴山房を立ち去った後に玄鶴が直面し

たのは､真の孤独である｡迫り来る死に怯えなが

ら床の上で坤吟し人生の総決算をするのである｡

彼の玄鶴山房における死の床での人生の回想は､

再度 ｢西方の人｣｢績西方の人｣で繰り返される｡

玄鶴山房での死の坤吟は､即芥川龍之介最後の煩

悶であるが､彼の死は甚大な影響を周辺の作家た

ちに与え､谷崎潤一郎､堀辰雄､佐藤春夫等の人

生を規制した｡玄鶴に託された死の床での芥川龍

之介の苦悶は､文壇を変型させ消滅させたとも言

える｡衰弱と苦悶の果てに絶命する玄鶴に救いは

ない､周辺は好奇心と多大な興味とさらには喜び

で彼の絶命する時を見つめる｡人生の辛酸を嘗め

尽くして他人の不幸の目撃者になる事だけが､人

生の目的と化した看護婦甲野に見守られて人生の

終末を迎えなくてはならない｡
はなふだ ひ かくてき

花札や酒に日を暮らした当座は比較的彼の一

生でも明るい時代には違ひなかった｡しかしそ
さいはい し･)と

こにも傍輩の嫉妬や彼の利益を失ふまいとする
せうさう

彼自身の焦燥の念は絶えず彼を苦しめてゐた｡

(｢五｣)

彼芥川龍之介の生涯の主題は､｢傍輩の嫉妬｣

を如何にかわすかであった｡｢我鬼窟｣｢澄江堂｣

サロンは､こうした芥川龍之介の苦肉の作であっ

たが､逆効果であった｡濃厚な文学集団が､さら

なる嫉妬とやっかみを生んで芥川龍之介を追い込

んで行った｡冷笑を浮かべて死に行く玄鶴を見守

る看護婦甲野の視線は､死に顔した芥川龍之介を

固唾を呑んで見守る友人達の象徴である｡この時

期､芥川龍之介の現状放棄､離脱は海外視察､移
かな

住以外にないが日本人の彼にそれは叶わぬ夢であっ

た｡彼自身こうした離脱の夢を噸笑した ｢マ ドリ

ッドへ､リオへ､サマルカンドへ､一僕はかう云
あざわら わけ ゆ

ふ僕の夢を噸笑はない訣には行かなかった｡｣

(｢歯車｣五)｡海外移住の代わりに谷崎潤一郎､

堀辰雄は関西､軽井沢に移住し芥川龍之介流の文
うるさ ぷんだんすずめ

壇を捨てた｡煩い文壇雀の賞賛､絶賛さらには蔑

視､噸笑の的になることから身をずらして作家と

しての人生を全うした｡
げんかく
｢玄鶴はだんだん衰弱して行った｡｣(｢五｣)､

肉体的衰弱により精神もその制御を失っていく｡

死の床で彼は､政争相手を倒した者､不道徳な行
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為を成した者､経済的不正を成した者を追想して

慰めを得ようとするも甲斐がなかった｡玄鶴が､

絶対孤独に向かい合うのは､お芳親子が山房から
のち

立ち去った後である｡ ｢玄鶴はお芳の去った後は

恐しい孤独を感じた上､長い彼の一生と向ひ合は
わけ ゆ

ない訣には行かなかった｡｣(｢五｣)という記述は､

玄鶴の拠り所が何処にあるかを示している｡玄鶴

のお芳親子に対する執着は､自己の消滅と同時に

相手の死を望む程に強烈なものであった｡ ｢少く

ともこの一二年は何度内心にお芳親子を死んでし

まへと思ったか知れなかった｡｣ (｢五｣)､ この辺

の死の床での玄鶴の述懐には､芥川龍之介の伯母
よ

芥川ふきに対する愛憎の反映がある｡｢(彼は或夜
はなふだ

の夢の中にはまだ新しい花札の 『桜の二十』と話
まへ

してゐた｡しかもその又 『桜の二十』は四五年前

のお芳の顔をしてゐた｡)｣(｢五｣)､死期が迫った

老人の幻覚とも思しき夢に､自分と馴染んでいた

頃のお芳の顔の輪郭が迫って来る｡さらに､幼児

の記憶がこれに重なる｡
あひだ

彼は度たび夢うつつの間に彼の両親の住んで
しんしう さんけふ

ゐた信州の或山峡の
ぶ かひこくさ くは

こと いた
村を､一殊に石を置いた板

葺き屋根や蚕臭い桑ボヤを思ひ出した｡(｢五｣)

｢玄鶴山房｣作品内部の人間関係は､明らかに

｢澄江堂｣サロンに出入 りした後輩作家横光利一

｢機械｣ に影響している｡さらに瀕死の病床にあ

る玄鶴の夢の形態は､同じく ｢澄江堂｣サロンの

常連であった川端康成 ｢山の音｣の作品構成に関

与している｡平岡敏夫 ｢『玄鶴山房』論｣では､

病床の玄鶴の夢と芥川龍之介 ｢夢｣(｢未定稿｣昭

和二年)との関係について言及している｡ ｢夢の
しょうこ

中に色彩を見るのは神経の疲れてゐる証拠である

と云ふ｡｣(｢夢｣ 大正十五年十一月) という記述

の六年前に ｢雑筆｣(｢夢｣)において､｢夢中の出

来事は､時間も空間も因果の関係も､現実とは全
とうてい

然違ってゐるoしかもその達ひ方が､到底型に時は
朕める事が出来ぬ｡｣(｢人間｣大正九年十月)と

いう夢の記述に対する見解を述べた｡未定稿 ｢夢｣

は､こうした過去の夢に対する見解を踏まえて作

品化した小品である｡

疲労困債､不眠症で憂馨症に陥った画家である

｢わたし｣は､裸体のモデルの女の肉体に圧倒さ

れて夢の中で彼女を絞殺するが､不在の彼女を探

し続けている内に自分の行為を己に夢中で体験し

ている事に気付く｡運命の予兆を､或は自己の行

為の意味を正確に認識せずに事前に夢中で体験し

た後に実体験する作品構造である｡

｢雑筆｣ (｢夢｣) (｢人間｣大正九年十月)で夢

を形象化する上での覚え書を記述した芥川龍之介

は､｢夢｣(｢婦人公論｣大正十五年十一月)で北

原白秋と思しき詩人と語り合う夢中の行為を脈絡

の無い文脈に記述した｡前後関係が有機的関連の

無い色彩と臭覚の夢の記述､｢夢｣(｢婦人公論｣)

の連続で ｢玄鶴山房｣での玄鶴の二つの夢を理解
かくひつ

出来る｡ ｢玄鶴山房｣潤筆後に夢の脈絡のない在
シュールI)γりズム

り様を未定稿 ｢夢｣で前衛的な超現実主義の手法

で形象化 して見せた｡ ｢玄鶴山房｣か ら未定稿

｢夢｣での連鎖的な一連の記述は､｢山の音｣の作

品構成に示唆を与えた｡玄鶴が､顔死の死の床で

最初に見る故郷信州の夢は ｢山の音｣に摂取され

たのと同じく､二度目の夢は中島敦 ｢牛人｣ ｢盈

虚｣に影響しているように思う｡
のち

一時間ばかりたった後､玄鶴はいつか眠って

ゐた｡その晩は夢も恐しかった｡彼は樹木の茂
すき

った中に立ち､腰の高い障子の隙から茶室めい
のぞ はだか

た部屋を覗いてゐた｡そこには又まる裸の子供

が一人､こちらへ顔を向けて横になってゐた｡
しわ

それは子供とは云ふものの､老人のやうに敏く

ちやだった｡(｢五｣)

この夢の意味する物が､ある種の象徴化体験

(｢Symbolerlebnis｣)である事は理解できる｡吉

田精一 ｢出代文学棚大系芥川龍之介｣ (｢有精堂｣)の頭

注では､｢歯車｣(｢第三章｣)での ｢ミイラに近い

裸体の女｣との関連を指摘する｡この指摘が有効

であるならば､明らかにこれは夢中での強迫観念

(｢Zwangsvorstellung｣)の一種として理解しな

くてはならない｡玄鶴の死の床で彼を脅かす ｢老
しわ

人のやうに敏くちや｣な子供は､玄鶴の死後のお

芳の息子文太郎の運命の暗示か､あるいは自己の

一生を暗示する象徴的記述かも知れない｡
くわんのんぎゃう とな
観音経を唱へて見たり､昔のはやり歌をうた

めうおんくわん ぜ おん ぼんおんかい

って見たりした｡しかも ｢妙音観世音､焚書海
てうおん しょうひ せ けんおん のち
潮音､勝彼世間音｣を唱へた後､｢かっぽれ､

こつけい もったい
かっぽれ｣をうたふことは滑稽にも彼には勿体

ない気がした｡ (｢五｣)

前掲､吉田精一頭注に拠れば､｢観音経｣(｢妙

法蓮華経 《法華経》第八巻第二十五品 《観世音菩
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薩普門品》｣の別称､とある｡法華経を唱える行

為そのものが､当時の時代風潮であったかも知れ

ない｡ 日蓮宗各宗派に属する者に､宮沢賢治

(｢田中智撃の国柱会｣)､石原莞爾､北一輝等が有

名で北一輝は､刑死直前愛唱の法華経一巻を息子

大輝に遺品として遺した｡｢かっぽれ､かっぽれ｣

も前掲吉田精一頭注に拠れば､｢かっぽれ､かっ

ぽれ､甘茶でかっぽれ､塩茶でかっぽれ､ヨート

ナ､ヨイヨィ｡｣という俗謡でお座敷の酒宴の席

で裸踊りの時に伴奏する｡死の床の玄鶴の精神は､

厳粛さと滑稽の間を揺れ動く訣である｡顔死の玄
わうばく いちぎゃう

鶴の視界に ｢黄葉の一行もの｣が見えるが､吉田

精一頭注は最初これが ｢大徳寺の一行もの｣ であっ

た事を明かす｡禅宗の内で栄西の臨済禅より､道

元の曹洞禅の方が良いという判断は､後者に自力

更生の要素が高い事であろう｡ 吉田精一脚注に拠

れば､この変更は下島勲 ｢芥川龍之介と書画｣に

拠ると下島自身の助言による｡芥川龍之介は､下

島勲の助力で黄葉宗の僧高泉の書を落手している｡

｢猶矢張御話しの高泉の書小生などの手にも入る

ものに候や｣(｢下島勲宛書簡｣大正八年二月二十

四日)､この直後の書簡に ｢軸は二つとも書斎に

ぶら下げて大喜びで見てゐます｣(｢下島勲宛書簡｣

大正八年三月九日)､この書簡の ｢軸は二つ｣に

ついては､｢鯛全触脚芥川龍之介全集｣脚注に拠る

と高泉和尚の書いた ｢梅｣ という茶掛と淑石の

｢風月相知｣の二つである｡遺稿 ｢わが家の古玩｣
かうせん ゑ りん てんゆう

(｢遺稿｣昭和二年六月)に ｢高泉､慧林､天祐等

の書各一幅 ｣ とあるのがそれである｡
あふ む

彼は仰向けになったまま､彼自身の呼吸を数
ちゃうど

へてゐた｡それは丁度何ものかに ｢今だぞ｣ と

せかれてゐる気もちだった｡(｢五｣)

玄鶴が自殺を実行しようとして孫の武夫に目撃

され絵死に失敗する場面であるが､｢或阿呆の一

生｣(｢四十四｣)､さらには ｢歯車｣(｢六｣)で繰

り返される場面である｡

6 (｢六｣)
のち げんかく

一週間ばかりたった後､玄鶴は家族たちに囲

まれたまま､肺結核の為に絶命した｡彼の告別

式は盛大 (!)だった｡

死の床で坤吟しながら自殺に失敗して絶命した

玄鶴の葬儀が盛大だった｡｢告別式は盛大 (!)

だった｣は勿論作者に拠る皮肉である｡これを客

観小説､写実小説の筆致で記述すべきであるなら

｢告別式は盛大 (?)だった｣でなければならな

い｡玄鶴の遺骸は､入婿重吉の特別の配慮で火葬
かまど

場では一等の竃で焼いてもらう手はずであったが､
かまど

二等の竃しか残されていなかった｡しかし､担当

の係りの老人の配慮で玄鶴の遺骸は､本来の一等
かまど

の料金で特等の竃でだび茶毘に付すことになる｡

骨上げまでの時間帰宅する重吉は､馬車の上から

茶毘に伏せられる玄鶴を見守るお芳の姿を目撃し

て狼狽する｡こうして作者は､絶命して果てた死

後の玄鶴に二人の好意的人物を配することで､玄
ヒユ-マニズム

鶴の魂に人道主義的な配慮をしたと言える｡
よし 11んぐわペい たたず

すると意外にもお芳が一人､煉瓦塀の前に仔
もくI1い

んだまま､彼等の馬車に目礼してゐた｡重吉は
らうばい ぽう

ちょっと狼狽し､彼の帽を上げようとした｡

(｢六｣)

遺骸となって山房の外に運び出された玄鶴に無

償の好意を示す二人の人物､結局玄鶴の救いは山

房の外の世界にあった訣である｡
よのなか う
｢世間を憂Lとやさしと恩へども飛び立ちかね

つ鳥にしあらねば｣(｢山上憶良｣)で離脱不可能

な閉塞空間に閉じ込められた時に絶望が､訪れる｡

玄鶴は､遺骸になって山房の外に運び出された時

に救済が訪れた事になる｡彼自身それを自覚して

いたが､それは芥川龍之介の実感に裏付けられた

それである｡｢何､この苦しみも長いことはない｡
めでた

お目出度くなってしまひさへすれば ･･････｣

(｢五｣)､彼芥川龍之介にとっては田端の養家こそ

が､人生の樫精であった｡鵠沼の東屋旅館への退

避生活､さらには父母妻子からの逃亡を画策した

が (鎌倉の小町園の女将野々口豊子宅に滞在した

期間)､全ては無駄であった｡｢玄鶴山房｣執筆中

の芥川龍之介は ｢鎌倉を引き上げたのは一生の誤

りであった｣(｢追想芥川龍之介｣三十六)と述懐し

た｡玄鶴の遺骸となって山房の外に開放される人

生を以後の芥川龍之介は､なぞってゆく事になる｡

僕は養家に人となり､我儀らしい我億を言っ

たことはなかった｡(と云ふよりも寧ろ言ひ得

なかったのである｡僕はこの養父母に封する

｢孝行に似たもの｣ を後悔してゐる｡しかしこ

れも僕にとってはどうすることも出来なかった

のである｡)今僕が自殺するのは一生に一度の
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我億かも知れない｡(｢遺書｣)

半年後に訪れる自己の運命の先駆けの人生を玄

鶴に歩ませた芥川龍之介ではあったが､｢玄鶴山

房｣(｢六｣)で問題になるのは､上総のある海岸

の漁師町に生きねばならないお芳親子を気遣う重

吉の従弟の存在である｡彼が､お芳母子の行末を

案じる自らの思慮を振り切る為に英訳のリイブク

ネヒトの読書に没頭する場面で ｢玄鶴山房｣は､

終結する｡一読の限りでは､芥川龍之介は来るべ

き社会主義革命に救いを見出すことで作品世界を

閉じたことになるC吉田精一 ｢出代丈糊 研大系芥川龍之

介｣ 頭注は､｢中野君ヲシテ徐々二小説ヲ書カシ

メヨ｡今日ノプロレタリア作家ヲ抜クコト数等ナ

ラン｡｣(｢室生犀星宛書簡｣大正十五年十二月五

日)を引用し､馬車で社会主義の資料を読みふけ

る重吉の従弟に中野重治を擬した｡一種の宗教的

救済により作品世界を閉じたことになるが､社会

主義革命に芥川龍之介自身は何らかの期待を寄せ

たのであろうか｡ロシア革命の八年後に田端の自

宅で生活する芥川龍之介は､社会全体を下降させ､

劣化させる革命の実態について､十二分の認識を

有していた｡最初の軽井沢滞在一ケ月の間に系統

的に英語の社会主義の文献資料を読了しているが､

ロシア革命の現実についての情報はその後の蓄積

であろう｡ ｢新潮一一付けルバム芥川龍之介｣は､軽井沢

滞在中に芥川龍之介が読んだ社会主義文献､ロシ

ア革命の状況に関する最新の文献 (｢芥川旧蔵書｣)

を写真版で載せている｡ウィルへルム･リープク

ネヒト ｢KARLMARXBiographicalmemoirs｣

が目を引く｡ こうした情報を基に木村毅に語った

言葉が､残されている｡ ｢君は､中間の無産政党

の､何だか役員になったらしいが､革命でもおこっ

たら､あぶないよ｣(｢芥川龍之介の思い出｣)､こ

の時期 ｢玄鶴山房｣創作に坤吟していた芥川龍之

介は､｢或社会主義者｣ (｢東京日日新聞｣昭和二

年一月三日)を書いている｡学生時代に社会主義

に目覚めた人物が､｢リブクネヒトを憶ふ｣の-

篇の論文を執筆した後､実生活の充実と満足の時

間の中で社会主義思想を忘れてゆく｡彼の論文に

触発されて社会主義革命の実践運動に飛び込んだ

後進のある事を彼は知らない｡雑誌社の重役となっ

た彼は､社会主義者であった青年時代を懐かしく

思い出している｡社会主義革命を放棄した彼は､

あま

｢人間的に､恐らくは繰りに人間的に｡｣ (｢或社会

主義者｣)自分の過去の青年時代を思い出してい

る｡この作品の記述の裏面には､社会主義革命が

非人間的な､余りに非人間的な側面を持つ事を情

報として熟知していた芥川龍之介の側面がある｡
よし

｢それからその漁師町に住まなければならぬお芳
けは

親子も｡一彼は急に険しい顔をし､いつかさしは

じめた日の光の中にもう一度リイブクネヒトを読

みはじめた｡｣(｢六｣)は､幸福の予兆としての意

味は無いであろう｡作品執筆時に芥川龍之介が得

ていたロシア革命の実態把握から類推するに､

｢玄鶴山房｣終結部には救いは感じられない｡貧

しいお芳親子と自己の人生が､直面するかも知れ

ない最大限の革命の惨劇に対する畏怖であった可

能性が高い｡それが重吉の従弟の動作 ｢彼は急に
けは
険しい顔をし｣(｢六｣)の意味であろう｡

むすび

塚越和夫 ｢玄鶴山房｣(｢批lft研究芥川龍之介｣所

収)は､芥川龍之介の看護婦からの聞書きと ｢玄

鶴山房｣との考証をしている｡さらに ｢玄鶴山房｣

(｢-｣ ｢六｣)が､先に成立して作品本体である

｢玄鶴山房｣(｢二｣｢三｣｢四｣｢五｣)は､苦闘の

末に後から創作された事情について記述している｡

上記の二つの成立事情については､宇野浩二 ｢芥

川龍之介｣に早くから言及されている｡こうした

芥川龍之介の創作手法については､後年谷崎潤一

郎が､｢雪後庵夜話｣(｢中央公論｣昭和三十七年

六月～九月)で回想している｡宇野浩二の言うよ

うに ｢玄鶴山房｣(｢二｣｢三｣｢四｣｢五｣)は､芥

川龍之介の最後の客観小説､本格的小説であり､

山房内で絶対孤独の中で絶命する玄鶴の姿は､作

品のこの部分を田端の ｢澄江堂｣で書き続ける芥

川龍之介の自画像に重なる｡

｢玄鶴山房｣(｢五｣)の玄鶴が絵死を企てる場

面について､｢出代丈,ti,棚 体系芥川龍之介｣(｢有精堂｣)

の頭注で吉田精一は､宇野浩二 ｢芥川龍之介｣の

記述を引用していて ｢或阿呆の一生｣(｢死｣四十

四)と ｢歯車｣(｢飛行機｣六)との重複を指摘す
ドラマ

る｡この場面は､看護婦甲野と玄鶴の心理劇の要

素があるが､正確に読み通す為には芥川龍之介の

自画像との重複の意味を精査しなくてはならない｡
ふんどし

玄鶴が､六尺の樺を手立てに総死を計画する場面
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であるが､この計画は看護婦甲野にいち早く見破

られてしまう｡自分の綻死の計画が､甲野に見破

られてしまい､看護婦甲野の監視体制に置かれた

ことを玄鶴は､察知する｡
げ/I,かく .5､とん .)､んとし
玄鶴はやはり蒲団の側の樺のことを考へなが

うす め

ら､薄目に甲野を見守ってゐた｡すると-急に
をか
可笑しさを感じた｡｢甲野さん｡｣甲野も玄鶴の

顔を見た時はさすがにぎょっとしたらしかった｡
よぎ

玄鶴は夜着によりかかったまま､いつかとめど

なしに笑ってゐた｡ ｢なんでございます ?｣

(｢五｣)

人生の悲惨を経て､他人の不幸の目撃者になる

事をのみ生き甲斐にする女が､玄鶴の綻死を監視

する姿は滑稽である｡職席上の責任追及を恐れて

の行為か､看護の対象を失う事で生活難を覚えて

の行為か､表面的には無為､放悉な姿を曝しなが

ら二人の間は緊迫している｡こうした状況を作っ

た自らを玄鶴は､苦笑して自噸せざるを得ない｡

(i,潤 ,｢甲野さん.｣(.岬 ,｢なんでございます ?｣ .i,潤 ,
なん /L【ん をか

｢いや､何でもない｡何にも可笑しいことはあり

ません｡-｣という二人の会話の意味は､自殺酎

助を強要されるかも知れない甲野の内心の恐怖と

動揺さらには､こうした彼女の心の在り様を察知

する玄鶴の自切のやり取りである｡この箇所は､

絵死の計画を平然と夫人に相談する芥川龍之介と

それを平常心で受け流す芥川文とのやり取りの変

容である (｢,･M芥川龍之介｣三十五).

足腰が立たずに山房で死を迎えざるを得ない玄
くぴ き

鶴の姿は､田端の芥川家に束縛され終生その頚木

から離脱できなかった芥川龍之介の自画像である｡

鵠沼の東屋旅館での生活は現状離脱の模索の足跡

である｡｢主人はなにからか逃れるためか､また

何かをふっきるためにか､鵠沼へ来たように思え

てなりませんでした｡｣(｢iB.qJ芥川龍之介｣四十四)､

玄鶴と違って現実の芥川龍之介は､田端の芥川家

を見限る道を模索している｡鵠沼での半年に及ぶ

生活は､意識の中では ｢マ ドリッドへ､リオへ､

サマルカンドへ､-｣(｢歯車｣五)である｡この

時期佐藤春夫との中国旅行さらには､恒藤恭との

欧州紀行も肉体的衰弱の為に断念せざるを得なかっ

た｡結局､東京田端に逼塞せざるを得なくなり玄

鶴と同じ道を辿る事になるのである｡ダンテ ｢神
かi-)

曲｣には､｢他人のパンがいかに辛く/他人の家

のば つ̀1
の階段の上り下 りがいかに辛い道であるかを｣

(｢天国篇｣第十七歌)という有名な台詞があるが､

この世の地獄の全てを経験し､他人の不幸の目撃

者になるより仕方のなくなった看護婦甲野に見守

られながら､絶命する玄鶴の人生を芥川龍之介は

なぞるのである｡

山房で最後を迎えた玄鶴に救いの道は､残され

ていた｡彼の遺骸の茶毘に付せられる様をひっそ

り見守るお芳親子と行動し､山房を捨て去る事で

あった｡愛の喪失で化け物と化した看護婦の監視

の中で絶命する玄鶴の最期を踏まえて､芥川龍之

介は ｢養父母に封する 『孝行に似たもの』を後悔

してゐる｡｣(｢遺書｣)と記述した｡芥川夫人が､

幼妻文ではなくて吉田弥生であったら､海軍機関

学校を辞して鎌倉を引き上げなければ､あらゆる

痛恨の中で ｢玄鶴山房｣ 欄筆後半年の後､芥川龍

之介自身玄鶴と同じ道を辿るのである｡

宇野浩二 ｢芥川龍之介｣には､｢玄鶴山房｣に

ついての言及が多大であるが､それには理由があっ

て鵠沼の東屋旅館の貸別荘 ｢イの四号｣から裏の

二階建て貸別荘に滞在中の芥川龍之介を宇野浩二

は訪ねている (｢大正十五年十一月二十八日｣宮鵬

馴 珊 二拠る)｡ さらに ｢玄鶴山房｣脱稿､発表後に病

状悪化を辿る宇野浩二に芥川龍之介は､頻繁に会

う事になる｡宇野浩二の神経衰弱 (松 相 良 ｢馴 舵之介の軌

r_他… ,1･.晶 i巌 ある)を見舞った芥川龍之介との会話が

記録されている ｢二人とも､病気の事も､何も彼

も､忘れてしまった｡(中略)『･･････君に

は､ちょっと云ったが､僕の家は､ ･･････

複雑なんでネ､それに､･･--』｣(宇野浩二 ｢芥

川龍之介｣｢二十三｣)｡発狂した宇野浩二が､話

題が文学の事に限定されると正常な意識に戻り､

何ら遜色なく会話をこなすことは､友人広津和郎

が書き残している (あの時代 ｢群像｣昭和二十五

年一月､二月)0

この時期の芥川龍之介が､敵対した側の広津和
てきしゆう

郎､宇野浩二に接近したのは､敵笹の側に知己を

見出したからである｡玄鶴の一生でも比較的明る
さいはい しつと

い時期にも ｢傍輩の嫉妬や彼の利益を失ふまいと
せ/)さ/)

する彼自身の焦燥の念は絶えず彼を苦しめてゐた｡｣

(｢五｣)に就いて､肉体的に衰弱し､創作欲の衰

えた芥川龍之介は､｢『傍輩を嫉妬』し､創作力を

回復しようとする焦燥の念に駆られてゐたのでは
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てさ
ないか｡｣ (｢芥川龍之介｣二十三)と若い頃の敵
しゅう
讐であった宇野浩二は､卓抜な意見を述べた｡衰

弱した芥川龍之介が､執念となって客観小説 ｢玄

鶴山房｣完成に賭けるのは､かつての全盛時代を

取り戻す為の失地回復の意味があったという｡そ

して生田長江訳 ｢神曲｣(｢地獄変｣第五歌)｢フ

ランチェスカは我に言ふ 『悲しみの中にありて楽

しかりし時を想ふより痛ましきはなし､･････

･』｣を引いている｡

宇野浩二が指摘する更なる意見は､他人の苦痛

を享受する以外に人生の目的を喪失した看護婦甲

野に見守られて絶命する孤独な玄鶴が聞く竹の戦

ぎであるが､｢かう云ふ 『離れ』に聞えて来るも
そよ

のは植ゑ込みの竹の戦ぎだけだった｡｣(｢二｣)に
そよ

ついて､｢竹の戦ぎ｣を聞くのは作者である芥川

龍之介であり､看護婦甲野の孤独も玄鶴の孤独も

即作者のものであると言及している｡宇野浩二は

さらに､作品未の ｢もう一度リイブクネヒトを読

みはじめた｡｣(｢六｣)で ｢ウイリアム ･モリス研

究｣を卒業論文にした芥川龍之介に言及している｡

ウイリアム･モリス著 ｢'-NewsfromNowhere"｣
ふ せ のぷ Jj

を友人の布施延雄に翻訳を勧め､彼が叔父の関如

来という共産主義者に助言されて ｢無可有郷｣

(｢荘子｣帝王篇)という書名にしたという紹介で
ろう し む か ゆう きゃう ぷ ･)ど

ある｡ ｢老子は時々無可有の郷に仏陀と挨拶をか

はせてゐる｡｣(｢西方の人｣三十七)については､

吉田精一頭注は ｢『荘子』応帝王より出る｡自然

のままで何ら人為のない楽土｣(｢日付t文学畑芥川龍

之介｣)と解説したが､｢無可有の郷｣の出所は､

前記布施延雄の翻訳書名である事が判明した｡リ

ブケネヒト､カウツキィ､クロボ トキン､マルク

スについて宇野浩二は､ ｢誰も彼も､若気の至 り
なまかじ

で､それらの本を､生噛りでも､読んだものであ

る｡｣ (｢芥川龍之介｣二十)と回想している｡芥

川龍之介の街学趣味については､｢マインレンデ

ル｣ (｢遺書｣)の出所をメチェニコフ ｢人生論｣

(｢文明協会｣ 明治四十一年)であると広津和郎

｢あの時代｣が､明かしている｡

看護婦甲野の隙を見て絵死を図る玄鶴 (｢五｣)

は､結局 ｢肺結核の為に絶命した｡｣ (｢六｣)､こ

の創作行為の裏面に作者の苦闘が､隠されている｡

作中主人公は ｢玄鶴山房｣で絶命し､作者も作品
かくひつ

潤筆後に ｢澄江堂｣で同じ運命を辿るも､現実の

芥川龍之介は野々口豊子 (｢鎌倉小町園の女将｣)
たかみやだノし

に窮状を訴えて打開の道を模索した｡高宮檀 ｢芥

川龍之介の愛した女性｣(｢第二部｣)に拠れば､

野々口豊子は芥川龍之介の初七日の翌日 (｢昭和
ちょう‡)ん

二年七月三十一日｣)に弔問の為に ｢澄江堂｣の

書斎を訪問している｡玄鶴の遺骸が茶毘に付され

る時､火葬場の隅に仔むお芳の存在が ｢玄鶴山房｣

に救いをもたらしたように､芥川龍之介死後一週

間後に ｢澄江堂｣サロンの一角に仔む野々口豊子

の存在には格別なものがある｡

玄鶴は､｢玄鶴山房｣内部の血脈関係を断ち切

る事が出来ずに山房の自宅で家族に見守られなが

ら絶命し､芥川龍之介も同じ道を辿る｡しかし､

芥川龍之介の方は遺書で二人の肉親との関係を絶

縁している ｢僕は僕の死後､姉及び異母弟と義絶

す｣(｢遺書｣)0
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